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市民の皆さんとの
対話の市政

市
長
に
就
任
以
降
、
市
内
１５
カ

所
で
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
、
地

域
審
議
会
も
市
内
４
カ
所
で
開
催

し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
市
民
の

皆
さ
ん
の
目
線
に
立
っ
た
行
政
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

６
月
１０
日
の
平
成
１７
年
第
２
回
吉

野
川
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
川

真
田
市
長
は
、
吉
野
川
市
政
に
取
り

組
む
基
本
姿
勢
を
表
明
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
市
議
会
に
理
解
と
協
力
を

求
め
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

開
か
れ
た
市
政

情
報
公
開
を
一
層
推
進
す
る
と

と
も
に
、
市
政
運
営
の
政
策
形
成

過
程
の
中
に
、
住
民
参
画
を
実
現

で
き
る
体
制
づ
く
り
な
ど
を
積
極

的
に
進
め
ま
す
。

行
動
力
あ
る
市
政
運
営

問
題
が
発
生
し
た
現
場
、
課
題

を
抱
え
た
現
場
へ
積
極
的
に
足
を

運
び
現
場
重
視
の
市
政
を
目
指
し

ま
す
。

時
代
を
先
取
り
し
た

行
政
運
営

大
き
な
時
代
の
転
換
期
を
迎
え

て
い
る
２１
世
紀
初
頭
の
今
日
、
県

内
外
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
す

と
と
も
に
、
各
種
研
究
会
・
会
議

等
へ
参
加
し
て
情
報
を
収
集
し
、

新
し
い
時
代
を
見
据
え
た
吉
野
川

市
の
目
指
す
姿
と
、
課
題
の
解
決

に
向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
し
ま

す
。本

市
が
合
併
し
て
か
ら
９
カ
月

が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

合
併
の
効
果
を
引
き
出
し
、
合
併

の
恩
恵
を
享
受
す
べ
く
全
力
を
傾

注
す
る
こ
と
が
、
私
の
当
面
最
大

の
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
公
共
料
金
、
補
助

金
の
調
整
を
は
じ
め
、
分
庁
舎
方

式
の
見
直
し
、
職
員
の
意
識
改
革

等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
去
る
５
月
３０
日
「
行
財

政
審
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
行
政

体
制
の
整
備
、
効
率
的
な
行
政
運

営
、
投
資
的
事
業
の
重
点
化
、
開

か
れ
た
市
政
、
人
材
の
育
成
の
５

項
目
に
わ
た
っ
て
諮
問
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
（
関
係
記
事
を
３
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
課

題
に
着
実
に
取
り
組
み
、
地
域
自

立
型
の
夢
と
誇
り
の
持
て
る
吉
野

川
市
の
礎
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
近
年
、
地

方
自
治
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
激

に
変
化
し
、
ま
さ
に
歴
史
の
大
き

な
転
換
期
に
あ
り
ま
す
。

地
方
分
権
と
と
も
に
、
地
方
公

共
団
体
、
と
り
わ
け
基
礎
的
自
治

体
た
る
市
町
村
の
役
割
と
責
任
は

増
大
し
て
お
り
、
急
速
に
進
む
少

子
高
齢
化
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
高
度
情
報
化
、
環
境
問
題
へ

の
対
応
等
、
行
政
課
題
は
ま
す
ま

す
複
雑
化
、
高
度
化
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
一
部
に
景
気
回
復
の

兆
し
が
み
え
つ
つ
も
、
な
お
そ
の

先
行
き
は
不
透
明
で
あ
り
、
い
わ

ゆ
る
三
位
一
体
の
改
革
の
行
方
も
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。本

市
に
お
き
ま
し
て
も
、
財
政

ひ
っ
ぱ
く

状
況
は
依
然
と
し
て
逼
迫
し
て
お

り
、
今
後
、
厳
し
い
施
策
選
択
と

と
も
に
、
民
間
と
行
政
と
の
役
割

分
担
等
、
行
政
そ
の
も
の
の
あ
り

方
の
見
直
し
を
通
じ
て
、
簡
素
で

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
行

政
の
情
報
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
開

示
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と

し
て
市
政
に
参
加
す
る
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
行
財
政
改

革
の
徹
底
と
行
政
コ
ス
ト
の
削
減

に
よ
る
財
政
健
全
化
は
、
そ
れ
自

体
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市

内
各
地
域
の
資
源
、
人
材
を
生
か

し
て
、ま
さ
に
将
来
に
向
け
て「
世

代
を
越
え
て
、
夢
紡
ぐ
」
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
を
創
造
し
て
い
く
こ

と
が
市
政
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。

市
政

の
窓
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行
財
政
審
議
会
に
市
行
財
政
改
革
を
諮
問

５
月
３０
日
、
市
役
所
３
階
会
議

室
で
、
吉
野
川
市
行
財
政
審
議
会

の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
川
真
田
市

長
か
ら
「
吉
野
川
市
行
財
政
改

革
」
に
つ
い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

行
財
政
審
議
会
は
、
市
長
の
諮

問
に
応
じ
て
市
の
行
財
政
の
運
営

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
・

審
議
し
、
市
長
に
答
申
す
る
市
長

の
諮
問
機
関
で
、
審
議
会
の
委
員

は
、
地
域
審
議
会
の
代
表
者
や
有

識
者
、
行
財
政
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
大
学
教
授
な
ど
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

審
議
会
に
諮
問
し
た
事
項
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
行
政
体
制
の
整
備

②
効
率
的
な
行
政
運
営

③
投
資
的
事
業
の
重
点
化

④
開
か
れ
た
市
政

⑤
人
材
の
育
成

今
後
、
行
財
政
審
議
会
は
、
月

１
回
程
度
会
議
を
開
催
し
、
１０
月

を
目
途
に
市
長
に
答
申
を
行
う
予

定
で
す
。

◆吉野川市行財政審議会委員 （敬称略）

①
組
織
・
機
構

事
務
事
業
を
円
滑
に
遂
行
す
る

た
め
に
、
分
庁
の
あ
り
方
も
含
め
、

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い
た
簡

素
で
効
率
的
な
組
織
・
機
構
に
見

直
す
。

各
種
行
政
委
員
会
等
に
つ
い
て

は
、
実
態
に
即
し
た
合
理
化
を
図

る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
型

社
会
を
目
指
す
た
め
、
女
性
委
員

の
増
員
に
努
め
る
。

大
規
模
災
害
に
備
え
、
市
民
の

尊
い
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

市
長
直
属
で
部
局
横
断
的
な
危
機

管
理
体
制
の
確
立
を
目
指
す
。

②
事
務
事
業
の
見
直
し

行
政
が
行
う
事
務
事
業
に
つ
い

て
、
そ
の
必
要
性
や
効
果
を
十
分

に
考
慮
し
再
検
討
す
る
。

事
業
の
休
止
や
廃
止
を
視
野
に

入
れ
、
「
指
定
管
理
者
制
度
」
を

活
用
し
た
民
間
委
託
等
に
つ
い
て

も
計
画
的
に
実
施
す
る
。

吉
野
川
市
行
財
政
改
革
推
進

本
部（
川
真
田
哲
哉
本
部
長
）

が
策
定
し
た
「
吉
野
川
市
行

財
政
改
革
大
綱
」
の
骨
子

③
定
員
お
よ
び
給
与

市
職
員
数
に
つ
い
て
、
定
員
適

正
化
計
画
を
策
定
し
、
新
規
の
行

政
需
要
に
対
し
て
も
、
配
置
転
換

に
よ
り
対
応
す
る
な
ど
可
能
な
限

り
定
員
を
抑
制
す
る
。

職
員
の
給
与
水
準
に
つ
い
て
は
、

人
事
院
勧
告
や
国
・
県
の
動
向
に

配
慮
し
、
他
の
市
町
村
と
の
均
衡

に
も
考
慮
し
適
正
化
を
図
る
。

④
財
政
の
健
全
化

経
費
全
般
に
つ
い
て
徹
底
的
な

見
直
し
を
行
い
、
節
減
と
合
理
化

を
図
る
と
と
も
に
、
予
算
の
厳
正

な
執
行
に
努
め
る
。

市
税
に
つ
い
て
は
、
滞
納
整
理

の
着
実
な
実
施
に
よ
り
徴
収
率
の

向
上
を
図
る
。

合
併
特
例
債
や
各
種
補
助
金
を

活
用
す
る
な
ど
、
計
画
的
な
予
算

執
行
に
努
め
、
基
金
の
積
み
立
て

も
積
極
的
に
行
う
。

⑤
公
共
工
事

入
札
・
契
約
に
つ
い
て
は
、
手

続
き
の
透
明
性
と
競
争
性
の
高
い

も
の
に
改
善
す
る
。

適
切
な
設
計
単
価
・
予
定
価
格

の
設
定
お
よ
び
技
術
基
準
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ス
ト

縮
減
の
徹
底
を
行
う
。

⑥
情
報
公
開

制
度
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
個

人
情
報
保
護
に
も
留
意
し
つ
つ
、

原
則
公
開
を
基
本
と
し
、
市
民
の

期
待
に
応
え
る
べ
く
幅
広
い
情
報

公
開
に
努
め
る
。

行
財
政
改
革
や
行
政
に
関
係
す

る
情
報
は
、
市
民
が
幅
広
く
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
む
各

種
情
報
通
信
手
段
を
提
供
す
る
。

⑦
人
材
の
育
成

職
員
の
能
力
開
発
を
効
果
的
に

推
進
す
る
た
め
、
人
材
育
成
の
目

的
お
よ
び
方
策
等
を
明
確
に
し
た

基
本
方
針
を
策
定
す
る
。

職
員
の
意
識
高
揚
に
よ
る
職
場

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
人
事
異

動
に
お
け
る
適
正
な
人
事
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
確
立
す
る
。

福
祉
、
建
設
部
門
等
の
分
野
に

お
け
る
専
門
職
の
確
保
に
努
め
る

と
と
も
に
、
研
修
制
度
を
利
用
し

た
専
門
職
員
の
育
成
に
努
め
る
。

会

長

野

村

隆

徳
島
文
理
大
学
教
授

副
会
長

横

田

正

人

山
川
町

委

員

石

田

和

之

徳
島
大
学
助
教
授

〃

日

野

俊

作

鴨
島
町

〃

阿

部

隆

義

川
島
町

〃

和

泉

隆

啓

美
郷

〃

鈴

木

る
り
子

鴨
島
町

〃

岡

田

要

介

鴨
島
町

〃

宮

本

菊

江

川
島
町

〃

原

井

知
代
子

山
川
町

〃

久

保

房

子

美
郷

〃

明

石

信

義

川
島
町

〃

木

村

雅

彦

山
川
町

〃

横

田

賢

二

川
島
町
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議
長

槇
納
謙
司（
ま
き
の
・
け
ん
じ
）氏

＝

６１
歳
、
鴨
島
町
山
路

平成１７年第２回吉野川市議
会臨時会が、６月１０日に開催
されました。正副議長の選出、
各種委員会の構成、審議結果
等は次のとおりです。

議会だより

市
議
会
議
員
改
選
後
、
初
の
議
会
を
招
集

副
議
長

河
野
利
英（
か
わ
の
・
と
し
ひ
で
）

氏＝

５２
歳
、
美
郷
字
古
土
地

各
種
委
員
会
委
員

議
員
発
議
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ

た
結
果
、
こ
れ
ま
で
６
つ
あ
っ
た

常
任
委
員
会
を
３
つ
に
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
各
委
員
会
の
構

成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
は
委
員
長
、○
は
副
委
員
長（
敬

称
略
）。

【
総
務
常
任
委
員
会
】

◎
工
藤
俊
夫
、
○
細
井
英
輔
、
槇

納
謙
司
、
北
川
麦
、
近
久
善
博
、

�
原
五
男
、中
山
郁
子
、谷
田
義
一

【
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
】

◎
犬
伏
正
春
、
○
田
村
修
司
、
枝

澤
幹
太
、
増
富
義
明
、
山
下
智
、

岡
田
光
男
、
河
野
利
英

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

◎
福
岡
正
、
○
岸
田
秀
樹
、
藤
原

一
正
、
西
岡
久
、
高
木
純
、
玉
水

好
夫
、
後
藤
田
哲
夫

【
議
会
運
営
委
員
会
】

◎
後
藤
田
哲
夫
、
○
谷
田
義
一
、

枝
澤
幹
太
、
高
木
純
、
北
川
麦
、

工
藤
俊
夫
、
中
山
郁
子

【
議
会
広
報
特
別
委
員
会
】

◎
北
川
麦
、
○
�
原
五
男
、
増
富

義
明
、
田
村
修
司
、
中
山
郁
子
、

岡
田
光
男
、
後
藤
田
哲
夫

◆
徳
島
中
央
広
域
連
合
議
会
議
員

（
敬
称
略
）

槇
納
謙
司
、
河
野
利
英
、
工
藤
俊

夫
、
細
井
英
輔

◆
阿
北
火
葬
場
管
理
組
合
議
会
議

員
（
敬
称
略
）

槇
納
謙
司
、
工
藤
俊
夫
、
細
井
英

輔
、
犬
伏
正
春
、
福
岡
正

◆
阿
北
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組

合
議
会
議
員
（
敬
称
略
）

槇
納
謙
司
、
犬
伏
正
春
、
田
村
修

司
、
工
藤
俊
夫
、
福
岡
正
、
高
木

純
、
後
藤
田
哲
夫

◆
阿
北
環
境
整
備
組
合
議
会
議
員

◆
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
議
会

議
員
（
敬
称
略
）

槇
納
謙
司
、
工
藤
俊
夫
、
細
井
英

輔
、
犬
伏
正
春
、
福
岡
正
、
高
木

純
、
後
藤
田
哲
夫

報
告

◇
平
成
１６
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

◇
平
成
１６
年
度
吉
野
川
市
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

◇
平
成
１６
年
度
吉
野
川
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

◇
平
成
１６
年
度
吉
野
川
市
水
道
事

業
会
計
予
算
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

一
般
会
計
ほ
か
３
会
計
に
つ
い

て
、
各
種
災
害
復
旧
事
業
費
や
下

水
道
整
備
事
業
費
、
農
業
集
落
排

水
事
業
費
な
ど
予
定
し
て
い
た
事

業
の
う
ち
、
平
成
１６
年
度
中
に
支

出
が
完
了
で
き
な
か
っ
た
も
の
に

つ
い
て
、
平
成
１７
年
度
に
繰
り
越

し
て
支
出
す
る
費
用
を
計
算
し
た

も
の
で
す
。

専
決
処
分
の
承
認

◇
吉
野
川
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

地
方
税
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
市
の
税
条
例
の
関
係
部

分
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
１６
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
３
億
８
４
２
１
万
３

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

２
５
億
１
８
９
１
万
６
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
１６
年
度
吉
野
川
市
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
億
９
８
６
万
７

０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
３１
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条
例
・
人
事

◇
吉
野
川
市
議
会
議
員
の
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

吉
野
川
市
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
で
審
議
さ
れ
、
川
真
田
市
長
に

答
申
さ
れ
た
内
容
に
基
づ
き
、
市

議
会
議
員
の
報
酬
等
の
額
を
改
定

す
る
も
の
で
す
。

改
定
後
の
報
酬
月
額
は
、
議
長

４３
万
円
、
副
議
長
３８
万
円
、
各
常

任
委
員
長
と
議
会
運
営
委
員
長
の

職
に
あ
る
議
員
３６
万
円
、
議
員
３５

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◇
吉
野
川
市
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
の
地
方
自
治
法
の
改

正
に
よ
り
、
地
方
議
員
の
調
査
活

動
基
盤
の
充
実
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た「
政
務

調
査
費
」
の
額
に
つ
い
て
も
審
議

会
の
所
掌
事
項
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

議
会
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
、

西
岡
久
（
に
し
お
か
・
ひ
さ
し
）

氏＝

６５
歳
、
鴨
島
町
上
浦＝

を
選

任
す
る
も
の
で
す
。

吉
野
川
市
議
会
各
会
派
が
決
定

６
月
３
日
、
市
役
所
４
階
会
議

室
で
、
前
日
ま
で
に
届
け
出
が
あ

っ
た
会
派
の
代
表
者
会
議
が
開
催

さ
れ
、
議
会
定
例
会
で
の
一
般
質

問
に
お
い
て
、
代
表
質
問
を
実
施

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

各
会
派
と
所
属
議
員
は
次
の
と

お
り
。（
○
は
会
派
代
表
者
、敬
称

略

平
成
１７
年
６
月
２２
日
現
在
）

【
薫
風
会
】
○
枝
澤
幹
太
、
近
久

善
博
、
細
井
英
輔
、
玉
水
好
夫
、

�
原
五
男
、
河
野
利
英

【
麻
植
会
】
○
谷
田
義
一
、
犬
伏

正
春
、
藤
原
一
正
、
増
富
義
明
、

岸
田
秀
樹

【
清
友
会
】
○
工
藤
俊
夫
、
西
岡

久
、
田
村
修
司
、
山
下
智

【
新
清
ク
ラ
ブ
】
○
後
藤
田
哲
夫
、

槇
納
謙
司

【
日
本
共
産
党
】
○
高
木
純
、
岡

田
光
男

【
民
主
党
】
○
北
川
麦

【
公
明
党
】
○
中
山
郁
子

【
清
風
会
】
○
福
岡
正

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

男
の
子
な
の
に
・
女
の
子
な
の
に

子
ど
も
は
、
親
を
は
じ
め
地
域

の
大
人
の
態
度
や
意
識
を
見
て
育

ち
ま
す
。
大
人
が
偏
見
や
固
定
的

な
意
識
を
持
っ
た
ま
ま
子
ど
も
た

ち
に
接
し
て
い
る
と
、
子
ど
も
た

ち
に
も
そ
の
ま
ま
伝
わ
り
ま
す
。

大
人
は
子
ど
も
に
対
し
て
「
男

の
子
な
の
に
」「
女
の
子
な
の
に
」

と
い
う
言
葉
で
し
か
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
た
自
分
自
身

も
親
か
ら
言
わ
れ
た
記
憶
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。
例
を
あ
げ
て
み
ま
し

ょ
う
。

『
女
の
子
な
の
に
も
っ
と
お
と
な

し
く
し
な
さ
い
。』

『
男
の
子
な
の
に
泣
い
た
り
し
な

い
で
し
っ
か
り
し
な
さ
い
。』

子
ど
も
は
活
発
に
遊
ぶ
こ
と
も
、

泣
く
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
悪
い
こ

と
も
し
ま
す
。
そ
れ
は
男
の
子
も

女
の
子
も
同
じ
で
す
。
男
だ
か
ら
、

女
だ
か
ら
と
い
う
理
由
を
つ
け
て

し
か
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
に
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
を

子
ど
も
に
与
え
る
お
も
ち
ゃ
で

も
、
男
女
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
、
体
を
動

か
し
て
遊
ぶ
も
の
は
、
男
の
子
に

は
与
え
て
も
、
女
の
子
に
与
え
る

こ
と
は
少
な
い
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
女
性
は
、
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
参
加
は
あ
ま
り
期
待
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
女
子
マ
ラ
ソ
ン
も
、
長
い

距
離
を
走
る
の
は
女
性
の
体
に
負

担
が
大
き
い
と
思
わ
れ
て
い
た
た

め
な
か
な
か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
で
は
注
目
度

の
高
い
種
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
の
子
に
も
女
の
子
に
も
い
ろ

ん
な
種
類
の
お
も
ち
ゃ
を
与
え
、

遊
ば
せ
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
持

つ
能
力
を
引
き
出
す
た
め
に
も
重

要
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

億
８
７
７
７
万
４
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

◇
平
成
１６
年
度
吉
野
川
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
０
５
４
万
６
０

０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
７
億

９
９
４
８
万
４
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
平
成
１６
年
度
吉
野
川
市
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３
６
３
８
万
９
０

０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１４
億

７
１
２
万
７
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

◇
平
成
１６
年
度
吉
野
川
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
１
３
８
万
９
０

０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
を
３
億

８
０
１
２
万
８
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◇
平
成
１６
年
度
吉
野
川
市
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
変
更
せ
ず
、
歳
入
の
科
目
を
変

更
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
１７
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
８
６
６
万
５
０
０

０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
８
３

億
７
０
４
０
万
８
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
企
画
政
策
課

�
�
２
２
２
１

Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.yoshinogaw

a.lg.
jp
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レ
ッ
ツ
・
ク
リ
ー
ン
・
デ
ー
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た

６
月
１２
日
、
日
曜
日
、
た
く
さ

ん
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
煙
火
の

合
図
と
と
も
に
、
一
斉
に
鴨
島
町

内
の
大
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。

前
日
に
梅
雨
入
り
し
、
雨
の
心

配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
好
天
に
恵

ま
れ
、
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
周

辺
や
道
路
、
水
路
な
ど
の
あ
き
カ

ン
、
あ
き
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

な
ど
の
ご
み
を
収
集
し
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
ご
み
の
量
は
２
ト
ン

ト
ラ
ッ
ク
３３
台
分
で
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

第
１
回

全
国
忌
部
サ
ミ
ッ
ト

６
月
２５
日
・
２６
日
の
二
日
間
、

市
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
主
会

場
に
、
全
国
各
地
の
忌
部
氏
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
々
が
集
う
、
第
１

回
全
国
忌
部
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

約
６
０
０
人
の
方

が
参
加
し
た
初
日
の

２５
日
に
は
、
記
念
講

演
と
し
て
、
阿
波
忌

部
氏
直
系
の
子
孫
で
、

国
重
要
文
化
財
三
木

家
第
２８
代
当
主
の
三

木
信
夫
さ
ん
が
、
天

皇
即
位
後
に
行
わ
れ

だ
い
じ
ょ
う
さ
い

る
大
嘗
祭
に
、
阿

あ
ら
た
え

波
忌
部
氏
が
麁
布
を

貢
進
し
て
き
た
歴
史

に
つ
い
て
解
説
し
た

ほ
か
、
阿
波
歴
史
民

族
研
究
会
の
林
博
章

さ
ん
が
、
全
国
各
地

の
神
社
、
古
墳
、
地
名
、
伝
承
な

ど
か
ら
３
世
紀
か
ら
４
世
紀
ご
ろ

に
、
阿
波
忌
部
氏
が
全
国
各
地
に

進
出
し
、
各
種
の
技
術
を
広
め
た

と
い
う
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

二
日
目
の
２６
日
に
は
、
吉
野
川

市
内
に
あ
る
岩
戸
神
社
や
山
崎
忌

部
神
社
な
ど
の
忌
部
遺
跡
を
巡
り
、

忌
部
氏
の
足
跡
に
触
れ
サ
ミ
ッ
ト

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
に
併

せ
て
、
忌
部
遺
跡
を
写
真
入
り
で

解
説
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
阿
波

忌
部
の
足
跡

麻
殖
郡
編
』
が
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。
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鴨島ロータリークラブが
記念モニュメントを寄贈

６
月
２
日
、
市
役
所
１
階
市
民

ホ
ー
ル
で
、
市
役
所
駐
車
場
に
設

置
さ
れ
た
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
に
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
制
作
者
で
あ
る
徳
島
彫
刻
家
集

団
会
員
の
岡
田
直
利
さ
ん
や
鴨
島

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
参

加
し
、
山
根
正
伍
鴨
島
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
川
真
田
市
長

に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
鴨
島

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
、
国
際
ロ

ー
タ
リ
ー
１
０
０
周
年
と
、
吉
野

川
市
誕
生
を
記
念
し
て
岡
田
さ
ん

に
制
作
依
頼
し
、
市
に
寄
贈
し
た

も
の
で
、
「
吉
野
川
の
薫
風
」
と

名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
岡
田
さ

ん
は
「
吉
野
川
の
堤
防
で
感
じ
た

さ
わ
や
か
な
風
が
忘
れ
ら
れ
ず
、

そ
の
風
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
制
作
し

た
作
品
で
す
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

見
た
市
民
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

風
を
感
じ
て
ほ
し
い
。」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

防犯監視カメラ・モニターを寄贈

５
月
２３
日
、
株
式
会
社
サ
ン
テ

ィ
ー
か
ら
「
創
業
２５
周
年
記
念
社

会
貢
献
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、

防
犯
監
視
カ
メ
ラ
一
式
が
山
川
南

保
育
所
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
防
犯
カ
メ
ラ
一
式

は
、
早
速
、
保
育
所
の
屋
内
に
設

置
さ
れ
子
ど
も
た
ち
の
安
全
対
策

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

監
視
モ
ニ
タ
ー
の
映
像
を
見
た
、

子
ど
も
た
ち
は
モ
ニ
タ
ー
に
映
っ

た
お
友
達
の
姿
に
大
は
し
ゃ
ぎ
で

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

吉
野
川
市
広
報
広
聴

検
討
会
議
を
開
催

６
月
９
日
、
市
役
所
で
、
吉
野

川
市
広
報
広
聴
検
討
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
市
民

の
中
か
ら
公
募
し
、
市
長
が
委
嘱

し
た
委
員
が
、
市
の
広
報
活
動
と

広
聴
活
動
に
つ
い
て
、
自
由
な
立

場
か
ら
議
論
と
検
討
を
加
え
、
両

活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
会
議
で
は
、
委
嘱
さ
れ

た
９
人
の
委
員
の
皆
さ
ん
に
、
吉

野
川
市
が
実
施
し
て
い
る
広
報
広

聴
活
動
の
内
容
を
説
明
し
、
今
後

の
会
議
の
実
施
方
法
な
ど
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

委
員
と
な
ら
れ
た
方
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。

◆
吉
野
川
市
広
報
広
聴
検
討
会
議

委
員

（
敬
称
略
）

会

長

坪
井

詔
一

鴨
島
町

副
会
長

吉
野

美
保

鴨
島
町

委

員

今
中

忠
重

鴨
島
町

〃

松
尾

林
藏

鴨
島
町

〃

木
下

佳
代
子

鴨
島
町

〃

美
馬

益
夫

鴨
島
町

〃

松
島

日
出
子

川
島
町

〃

山
上

治
朗

山
川
町

〃

小
林

由
美

鴨
島
町
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美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り

美
郷
ほ
た
る
ま
つ
り
期
間
中
の

６
月
４
日
と
５
日
、
美
郷
ほ
た
る

館
駐
車
場
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

４
日
に
は
、
地
元
の
平
八
幡
神

社
の
氏
子
ら
に
よ
る
獅
子
舞
が
披

露
さ
れ
た
ほ
か
、
５
日
に
は
、
鴨

島
鳳
翔
太
鼓
の
演
奏
、
こ
ど
も
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
じ

ゃ
こ
釣
り
や
シ
ャ
ボ
ン
玉
遊
び
な

ど
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
ら
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
タ
ル
の
見
ご
ろ
と
な

る
午
後
８
時
ご
ろ
に
は
、
昨
年
の

台
風
の
影
響
で
例
年
に
比
べ
ホ
タ

ル
の
数
は
大
幅
に
少
な
い
も
の
の
、

淡
い
光
を
放
ち
水
辺
を
優
雅
に
舞

う
幻
想
的
な
情
景
に
、
訪
れ
た
人

た
ち
は
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま

し
た
。

人
権
の
花
運
動

・
人
権
擁
護
委
員
の
日

５
月
３０
日
、
鴨
島
東
中
学
校
、

上
浦
小
学
校
、
森
山
小
学
校
、
牛

島
小
学
校
の
４
校
に
、
人
権
擁
護

委
員
か
ら
人
権
の
花
の
苗
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

人
権
の
花
に
は
、
花
を
育
て
る

こ
と
を
通
じ
て
思
い
や
り
の
心
を

育
て
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
お
り
、
サ
ル
ビ
ア
と
ポ

ー
チ
ュ
ラ
カ
の
苗
計
６
０
０
本
が

児
童
生
徒
た
ち
の
手
で
丁
寧
に
プ

ラ
ン
タ
ー
に
植
え
込
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

の
６
月
１
日
に
は
、
飯
尾
敷
地
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
市
山
川

庁
舎
で
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人

権
相
談
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
市
内

２
カ
所
の
量
販
店
駐
車
場
で
、
人

権
問
題
に
つ
い
て
解
説
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
街
頭
啓
発

活
動
が
行
わ
れ
、
買
い
物
に
訪
れ

た
方
に
人
権
意
識
の
高
揚
を
訴
え

ま
し
た
。
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人
権
講
演
会

６
月
１９
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
作
家
の
中
山
千
夏
さ
ん

を
迎
え
「
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い

き
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
」
を
テ

ー
マ
に
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

中
山
さ
ん
は
「
だ
れ
も
人
と

し
て
生
ま
れ
た
か
ら
に
は
、
命

の
尽
き
る
ま
で
幸
せ
を
求
め
る

『
ｒ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
（
権
利
）』が
あ
る
。

そ
し
て
、
個
人
と
し
て
で
は
な
く

歴
史
的
、
社
会
的
立
場
で
考
え
て

い
け
ば
よ
り
理
解
し
あ
え
る
。
こ

れ
か
ら
は
、
認
め
あ
っ
て
生
き
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
。」と
会
場
に

集
ま
っ
た
約
４
０
０
人
の
観
客
に

訴
え
ま
し
た
。

ゆ
う
す
い
げ
ん

江
川
湧
水
源
周
辺

憩
い
の
広
場
完
成

５
月
３１
日
、
全
国
名
水
百
選
に

選
ば
れ
て
い
る
「
江
川
湧
水
源
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
が
完
成
し
ま

し
た
。

今
回
の
総
事
業
費
は
２
５
０
万

円
で
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
か
ら
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

と
し
て
全
額
助
成
を
受
け
ま
し
た
。

湧
水
源
を
臨
む
約
１５
ア
ー
ル
の

広
場
に
は
ベ
ン
チ
を
３
基
設
置
し

て
お
り
、
憩
い
の
場
や
地
域
イ
ベ

ン
ト
に
活
用
で
き
ま
す
。

江
川
湧
水
源
は
、夏
冷
た
く（
１０

�
前
後
）、
冬
温
か
い
（
２０
�
以

上
）
と
い
う
異
常
水
温
で
、
昭
和

３９
年
に
徳
島
県
の
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
一

度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

６
月
２４
日
、
川
島
町
児
島
の
古

山
藤
香
さ
ん
が
、
百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ま
し
た
。
吉
野
川
市
や
県

か
ら
祝
い
状
や
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

古
山
さ
ん
は
、
明
治
３８
年
生
ま

れ
で
、
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
入
所
後
も
食
事
を
好
き
嫌

い
な
く
し
っ
か
り
と
り
、
施
設
の

近
く
を
散
歩
す
る
な
ど
毎
日
元
気

に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

誕
生
日
に
は
、
同
施
設
で
家
族

等
と
一
緒
に
長
寿
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
１５
人（
男
３
人
、女
１２
人
）

に
な
り
ま
し
た
。

１
０
０
万
人
の
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
in
吉
野
川

６
月
２１
日
、
江
川
・
鴨
島
公
園

で
、
「
電
気
を
消
し
て
ス
ロ
ー
な

夜
を
」
を
合

言
葉
に
し
た

「
１
０
０
万

人
の
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト

in
吉
野
川
」

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

竹
や
紙
でとう

作
ら
れ
た
灯

ろ
う籠
約
１
２
０

０
本
が
並
べ

ら
れ
た
公
園
で
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル

の
素
朴
で
暖
か
い
光
を
見
な
が
ら
、

ス
ロ
ー
な
時
間
を
過
ご
す
人
た
ち

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

五
九
郎
ま
つ
り

６
月
２５
日
、
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
中
央

通
り
で
、
鴨
島
町
出
身
の
喜
劇
俳

優
曽
我
廼
家
五
九
郎
を
し
の
ぶ
五

九
郎
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
通
り
に

は
、
１
０
０
店
近
く
の
夜
店
が
並

び
、
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
や
家
族

連
れ
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

鴨
島
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の
パ

レ
ー
ド
や
ブ
ル
ー
リ
バ
ー
ズ
鼓
笛

隊
の
パ
レ
ー
ド
、
交
通
安
全
母
の

会
の
交
通
安
全
お
ど
り
や
鴨
島
町

婦
人
会
の
五
九
郎
お
ど
り
、
牛
島

雲
龍
組
の
た
た
ら
の
披
露
や
鴨
島

鳳
翔
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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情
報
広
場�

ごごみみをを
燃燃ややささなな
いいでで！！

野
焼
き
（
野
外
焼
却
）
は
法
律
違

反
で
す
。

野
焼
き
（
野
外
焼
却
）
が
禁
止

に
な
っ
て
か
ら
４
年
余
り
が
た
ち

ま
し
た
が
、
野
焼
き
に
関
す
る
苦

情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
野
焼
き

は
一
部
の
例
外
以
外
は
法
律
違
反

で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
住
み
よ

い
環
境
を
未
来
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

庭
先
や
空
き
地
、
畑
な
ど
で
の

ご
み
の
焼
却
は
、
悪
臭
だ
け
で
な

く
、
猛
毒
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発

生
し
、
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

野
焼
き
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
、

周
囲
の
人
に
も
大
変
迷
惑
な
行
為

で
す
。
ご
み
は
、
市
の
基
準
に
従

い
分
別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
の
ご
み
を
庭
や
畑
な
ど

で
燃
や
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

●
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
、
や
む

を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
う
も
の

で
、
稲
わ
ら
・
伐
採
し
た
枝
・
漁

網
に
付
着
し
た
海
産
物
な
ど
の
焼

却●
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行

わ
れ
る
軽
微
な
も
の
で
、
た
き
火

・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
で
の
木

く
ず
な
ど
の
焼
却

●
風
俗
習
慣
・
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
の
も
の
で
、
火
祭
り
、

ど
ん
ど
焼
き
（
正
月
に
門
松
や
し

め
縄
な
ど
を
燃
や
す
行
事
）
な
ど

●
災
害
の
予
防
、
復
旧
の
た
め
に

行
わ
れ
る
焼
却

●
国
や
地
方
公
共
団
体
が
管
理
上

行
う
た
め
の
焼
却

以
上
の
よ
う
な
例
外
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
焼
却
で
あ
っ
て
も
、

住
宅
密
集
地
や
農
地
、
山
林
な
ど

の
地
域
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
周

辺
住
民
の
生
活
環
境
上
迷
惑
と
な

ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

煙
や
臭
い
に
よ
っ
て
洗
濯
物
や

布
団
な
ど
が
汚
れ
た
り
、
煙
に
よ

り
目
が
し
み
た
り
、
気
分
が
悪
く

な
る
な
ど
被
害
が
起
こ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
風
向
き
に
注
意
し
た

り
、
ご
近
所
に
一
声
か
け
た
り
と

い
っ
た
配
慮
も
必
要
で
す
。

例
外
と
し
て
認
め
ら

れ
て
い
る
も
の

法
律
に
違
反
す
る
と
、
５
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
そ
の
両

方
合
わ
せ
て
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
環
境
衛
生
課

�
�
２
２
３
０

法
律
違
反
し
た
ら

ど
う
な
る
の
？

農
業
用

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

適
正
処
理
の
た
め
に

吉
野
川
市
で
は
、
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
組
織
的
な
回
収

と
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
を
進
め
て

い
ま
す
。
適
切
な
処
理
を
行
い
、

農
村
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

回
収
時
期
・
場
所

鴨
島
地
区

時
期

６
月
〜
７
月
お
よ
び
１１
月

の
各
２
日
間

場
所

Ｊ
Ａ
麻
植
郡
森
山
支
所

川
島
地
区

時
期

６
月
〜
７
月
の
１
日
間

場
所

Ｊ
Ａ
麻
植
郡
川
島
支
所

山
川
・
美
郷
地
区

時
期

１１
月
の
１
日
間

場
所

Ｊ
Ａ
麻
植
郡
山
瀬
支
所

※
い
ず
れ
も
予
定
で
す
。
具
体
的

な
時
期
は
後
日
『
広
報
よ
し
の
が

わ
』
な
ど
で
、
ま
た
Ｊ
Ａ
か
ら
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
住
ま
い
の
地
区
以
外
で
も
回

収
で
き
ま
す
。

回
収
で
き
る
も
の

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
マ
ル
チ
、
ポ
リ

・
酢
酸
ビ
ニ
ー
ル
、
肥
料
袋
、
か

ん
水
チ
ュ
ー
ブ
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

な
ど
（
い
ず
れ
も
金
具
類
は
取
り

除
き
、
種
類
別
に
分
別
し
て
く
だ

さ
い
）

処
理
単
価

１
�
あ
た
り
３１
・
５
円

←
河
川
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

�
�
２
２
２
８

農
業
者
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
産
業
廃

棄
物
）
は
農
業
者
自
ら
の
責

任
で
適
正
に
処
理
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
不
法
投
棄
や
野
焼

き
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

お
知
ら
せ
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吉
野
川
水
系
の
コ
イ

を
持
ち
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い

５
月
９
日
以
降
吉
野
川
水
系
に

お
い
て
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
病
に
感
染
し
た
コ
イ
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
徳

島
県
内
水
面
漁
業
管
理
委
員
会
は
、

吉
野
川
水
系
の
コ
イ
（
死
体
を
含

む
）
に
つ
い
て
は
、
持
ち
出
し
禁

止
の
指
示
を
出
し
ま
し
た
。

な
お
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
病
は
、
コ
イ
（
マ
ゴ
イ
・
ニ
シ

キ
ゴ
イ
）
の
み
に
感
染
す
る
病
気

で
あ
り
、
他
の
魚
や
人
に
感
染
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
な
ど
の

ウ
イ
ル
ス
は
、
塩
素
消
毒
に
よ
っ

て
殺
菌
さ
れ
ま
す
の
で
水
道
水
の

安
全
性
に
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
を

防
ぐ
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す

�
吉
野
川
水
系
で
釣
っ
た
コ
イ
を

他
の
川
や
池
な
ど
に
放
す
こ
と
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

�
皆
さ
ん
が
飼
っ
て
い
る
コ
イ
や

死
ん
だ
コ
イ
を
川
や
池
な
ど
に
放

し
た
り
捨
て
た
り
す
る
こ
と
は
や

め
ま
し
ょ
う

�
こ
の
病
気
に
か
か
る
魚
は
コ
イ

（
マ
ゴ
イ
と
ニ
シ
キ
ゴ
イ
）
の
み

で
す

�
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
人
に
感
染
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
感

染
し
た
コ
イ
を
食
べ
て
も
人
体
に

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

市
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

�
�
２
２
２
８

県
水
産
課

�
０
８
８
（
６
２
１
）
２
４
７
２

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ぼ
く
で
き
る

ど
う
ろ
に
で
る
と
き

み
ぎ
ひ
だ
り

阿
部

竜
也（
上
浦
幼
稚
園
年
少
）

平
成
１７
年
度

下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
試
験

平
成
１６
年
度
か
ら
下
水
道
排
水

設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
を
県

下
で
統
一
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
度
に
お
い
て
も
次
の
と

お
り
受
験
講
習
と
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方

は
所
定
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
受
験
申
込
書
は
下
水
道
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
期
間

７
月
１
日
�
〜
２９
日

�申
込
先

財
団
法
人
徳
島
県
下
水

道
技
術
セ
ン
タ
ー
（
県
庁
８
階
下

水
環
境
課
内
）

受
験
手
数
料

１
万
円
（
受
験
講

習
、
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

試
験
日
時

９
月
９
日
�
午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

試
験
会
場

県
郷
土
文
化
会
館
４

階
大
会
議
室

◎
受
験
講
習

〈
第
１
回
〉
９
月
５
日
�

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

〈
第
２
回
〉
９
月
５
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

会
場

県
郷
土
文
化
会
館
４
階
大

会
議
室

問
い
合
わ
せ

市
下
水
道
課
管
理
係�

�
３
３
９
９

８
月
は
「
電
気
使
用

安
全
月
間
」
で
す

電
気
事
故
は
、
夏
季
に
集
中
し

て
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
、
経
済
産

業
省
の
主
唱
の
も
と
「
電
気
使
用

安
全
月
間
」
が
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
ま
す
。

電
気
の
安
全
は
、
電
気
を
使
う

あ
な
た
の
正
し
い
知
識
が
大
切
で

す
。
電
気
製
品
を
購
入
さ
れ
た
と

き
は
、
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

財
団
法
人

四
国
電
気
保
安
協
会

徳
島
支
部

鴨
島
事
業
所

�
�
６
１
０
５

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者

証
の
更
新
に
つ
い
て

７
月
は
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者

証
の
更
新
月
で
す
。
対
象
と
な
る

乳
幼
児
の
い
る
方
は
更
新
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
受
付
期
間
中
、
郵

便
で
の
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
乳
幼
児

平
成
１４
年
９
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
乳
幼
児

受
付
期
間

７
月
１
日
�
〜
２９
日

�受
付
場
所

子
育
て
支
援
課
（
川

島
庁
舎
）
ま
た
は
鴨
島
・
山
川
・

美
郷
の
各
支
所
地
域
課

※
郵
便
の
場
合
は
、
〒
７
７
９
―

３
３
９
５

吉
野
川
市
川
島
町
�

村
２
４
２
１
番
地
１

吉
野
川
市

川
島
庁
舎

子
育
て
支
援
課
あ
て

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

●
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
交
付

申
請
書
（
対
象
と
な
る
受
給
者

に
送
付
し
て
い
ま
す
）

●
印
鑑
（
ゴ
ム
印
・
ス
タ
ン
プ
印

以
外
の
も
の
）

●
対
象
乳
幼
児
が
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
証
の
写
し

※
平
成
１７
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
し
た
乳
幼
児
の
父
母
の
み
、
次

の
書
類
も
必
要
で
す
。

●
平
成
１７
年
１
月
１
日
現
在
の
住

所
地
で
交
付
さ
れ
た
平
成
１７
年

度
所
得
課
税
証
明
書
、
ま
た
は

平
成
１６
年
分
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票
（
父
母
と
も
必
要
）

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課
児
童
母
子
福
祉
係

�
�
６
６
１
４

中
退
共
で
退
職
金
を

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

中
退
共
は
中
小
企
業
で
働
く
従

業
員
の
た
め
の
退
職
金
制
度
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

中
退
共
は
国
の
制
度
で
掛
金
助

成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、
有
利

な
特
色
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
安
全

・
確
実
な
中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

�
０
３
（
３
４
３
６
）
０
１
５
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://chutaikyo

.taisyokukin
.

go.jp
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
ぶ
な
い
よ

よ
そ
見
い
ね
む
り

ケ
ー
タ
イ
デ
ン
ワ

河
村

祐
希（
山
瀬
小
学
校
二
年
）

マ
ム
シ
血
清
（
乾
燥

マ
ム
シ
ウ
マ
抗
毒

素
）
保
管
場
所

吉
野
川
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町

で
は
次
の
場
所
に
血
清
を
保
管
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
保
健
福
祉
部
薬
務
課

�
０
８
８
（
６
２
１
）
２
２
３
４

ポ
リ
容
器
に

ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
！

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
あ
る
灯
油

用
の
ポ
リ
容
器
は
、
灯
油
専
用
で

す
。
ガ
ソ
リ
ン
は
絶
対
に
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

ポ
リ
容
器
が
侵
さ
れ
、
変
形
し
、

ガ
ソ
リ
ン
が
漏
れ
た
り
、
ガ
ソ
リ

ン
を
ポ
リ
容
器
か
ら
他
の
容
器
に

移
す
場
合
に
静
電
気
火
花
に
よ
り

火
災
が
発
生
し
た
り
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

や
む
を
得
ず
ガ
ソ
リ
ン
を
容
器

に
詰
め
替
え
る
場
合
は
、
次
の

注
意
事
項
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

１

ガ
ソ
リ
ン
容
器
は
、
基
準
に

適
合
し
た
鋼
板
製
容
器
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
基
準
に
適
合
し
て

い
な
い
容
器
、
ポ
リ
容
器
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

２

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
、
利

用
者
が
勝
手
に
ガ
ソ
リ
ン
を
容
器

に
詰
め
替
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

３

ガ
ソ
リ
ン
の
誤
給
油
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
ガ
ソ
リ
ン
を
フ

ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
や
ス
ト
ー
ブ
に
誤

っ
て
給
油
し
て
し
ま
う
と
、
火
災

の
発
生
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

４

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
を
入
れ
た

容
器
の
周
囲
は
、
火
気
厳
禁
で
す
。

×○問
い
合
わ
せ

徳
島
中
央
広
域
連
合
消
防
本
部
消

防
課
危
険
物
係

�
�
０
１
１
９（
消
防
本
部
直
通
）

�
�
１
７
０
２（
夜
間
・
休
日
用
）

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン

ロ
の
貸
し
出
し

夏
休
み
に
は
家
族
や
グ
ル
ー
プ
、

子
ど
も
会
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し

て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
郷
土
会
で

は
無
料
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ

の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
数

２０
セ
ッ
ト

使
用
料

無
料

材
質

ス
テ
ン
レ
ス

網
の
サ
イ
ズ

１
２
２
�
×
５６
�

印
鑑
登
録
証
を

お
持
ち
の
方
へ

昨
年
１０
月
１
日
か
ら
、
旧
４
町

村
の
印
鑑
登
録
証
を
、
「
よ
し
の

が
わ
市
民
カ
ー
ド
」
に
交
換
し
て

い
ま
す
。

旧
４
町
村
の
印
鑑
登
録
証
は
、

平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で
し
か
使

え
ま
せ
ん
の
で
、
市
民
生
活
課

（
市
役
所
）
ま
た
は
川
島
・
山
川

・
美
郷
の
各
支
所
地
域
課
で
お
早

め
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

交
換
の
際
に
は
必
ず
、
旧
町
村

で
発
行
し
た
印
鑑
登
録
証
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
の
場
合
も
同
様
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
市
民
生
活
課

�
�
２
２
１
０

※
コ
ン
ロ
と
網
の
セ
ッ
ト
で
す
。

炭
な
ど
は
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

郷
土
会
（
岸
田
晋
治
）

�
�
４
４
５
８

電話番号

０８８３―２４―１１１４

０８８３―２４―２１０１

０８８３―４２―２１０１

０８８―６７４―１２２４

０８８３―３６―５１５１

０８８―６９６―２１２９

０８８―６９５―３７６７

０８８３―５２―１０１７

０８８３―５２―１１１７

所 在 地

吉野川市鴨島町鴨島１０６番地２

吉野川市鴨島町鴨島２５２番地

吉野川市山川町堤内４９番地２

名西郡石井町石井字石井４５６番地１

阿波市市場岸の下１７５番地

阿波市西条字中小路９４番地１

阿波市土成字南原３２０番地２

美馬市穴吹町穴吹字明蓮２３番地

美馬市脇町大字脇町１７９番地

名 称

鴨島保健所

麻植協同病院

岡本薬局

�杉山薬局
阿波病院

ますだ薬局

�笠井中央エスエス薬局土成支店
穴吹保健所

�内田風雲堂薬局

12
２００５年（平成１７年）７月１３日第１０号

広報よしのがわ



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

複合ごみ�
埋立ごみ�

自治会名� 氏　名�

資源ごみ�

自治会名� 氏　名�

ビン�

カン・金属類�

ペットボトル�

燃やせるごみ�

自治会名� 氏　名�

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

７
月
は
、国
民
健
康
保
険
税（
第

１
期
）と
固
定
資
産
税（
第
２
期
）

の
納
付
月
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

鴨
島
町
の
国
民
健
康
保
険
税『
前

納
報
奨
金
』は
平
成
１６
年
度
で
廃
止

と
な
り
ま
し
た
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

納
期
限

８
月
１
日
�

（
※
７
月
３１
日
が
日
曜
日
の
た
め

翌
日
の
８
月
１
日
が
納
期
限
と
な

り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課

�
�
２
２
１
５

長
寿
障
害
福
祉
課
か

ら
の
お
知
ら
せ

７
月
は
、
介
護
保
険
料
第
１
期

（
普
通
徴
収
の
方
）の
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

納
期
限

８
月
１
日
�

（
※
７
月
３１
日
が
日
曜
日
の
た
め

翌
日
の
８
月
１
日
が
納
期
限
と
な

り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ

市
長
寿
障
害
福
祉
課
介
護
保
険
係

�
�
６
６
１
３

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
わ
り
見
て

よ
く
見
て
通
ろ
う

み
ん
な
の
道

香
西

健
吾（
川
田
西
小
学
校
四
年
）

西
環
境
セ
ン
タ
ー
か

ら
川
島
・
山
川
・
美

郷
地
区
の
皆
さ
ん
へ

７
月
か
ら
川
島
・
山
川
・
美
郷

地
区
の
ご
み
分
別
排
出
方
法

・
指
定
袋
が
変
わ
り
ま
し
た
。

●
分
別
排
出
方
法
に
つ
い
て

�
「
複
合
ご
み
」
が
新
た
に
加
わ

り
ま
し
た
。

従
来
の
埋
立
ご
み
の
大
部
分
が

複
合
ご
み
に
な
り
ま
す
。

�
古
紙
類
（
雑
誌
・
新
聞
・
段
ボ

ー
ル
）
を
「
紙
ひ
も
」
で
縛
っ
て

く
だ
さ
い
。

ご
み
の
再
生
・
減
量
化
の
た
め

で
す
。
古
紙
回
収
専
用
紙
ひ
も
は
、

市
役
所
を
除
く
市
指
定
袋
販
売
場

所
で
一
巻
き
（
１
０
０
�
）
２
５

０
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

�
蛍
光
管
・
乾
電
池
の
排
出
は
、

指
定
日
３
日
前
か
ら
専
用
回
収
容

器
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

有
害
物
質
が
入
っ
て
い
る
た
め

安
全
性
を
図
り
ま
す
。

�
粗
大
ご
み
の
処
理
に
は
処
理
券

が
必
要
で
す
。

隣
接
市
町
の
粗
大
ご
み
有
料
化

に
伴
い
、
吉
野
川
市
民
で
あ
る
確

認
を
徹
底
し
ま
す
。

▼
自
治
会
加
入
の
方

処
理
券
に
、
自
治
会
長
ま
た
は

班
長
に
証
明
印
を
押
印
し
て
も
ら

い
、
排
出
さ
れ
る
方
の
印
を
押
し
、

ご
み
搬
入
時
に
併
せ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
自
治
会
未
加
入
の
方

処
理
券
に
、
支
所
地
域
課
の
職

員
に
証
明
印
を
押
印
し
て
も
ら
い
、

排
出
さ
れ
る
方
の
印
を
押
し
、
ご

み
搬
入
時
に
併
せ
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

●新しい市指定袋について※
現
在
お
手
元
に
あ
る
旧
の
市
指

定
袋
は
な
く
な
る
ま
で
お
使
い
く

だ
さ
い
。

▼
複
合
・
埋
立
ご
み〔
緑
色
の
袋
〕

大

１０
枚
入
り

２
５
０
円

（
寸
法
６５
�
×
８０
�
）

中

１０
枚
入
り

２
０
０
円

（
寸
法
４５
�
×
７０
�
）

▼
資
源
ご
み
〔
赤
色
の
袋
〕

大

１０
枚
入
り

２
５
０
円

（
寸
法
６５
�
×
８０
�
）

中

１０
枚
入
り

２
０
０
円

（
寸
法
４５
�
×
７０
�
）

▼
燃
や
せ
る
ご
み〔
半
透
明
の
袋
〕

大

１０
枚
入
り

２
５
０
円

（
寸
法
６５
�
×
８０
�
）

中

１０
枚
入
り

２
０
０
円

（
寸
法
５０
�
×
６０
�
）

問
い
合
わ
せ

西
環
境
セ
ン
タ
ー

�
�
５
３
３
３

平
成
１７
年
度
長
寿
祝
金

平
成
１７
年
度
か
ら
従
来
の
敬
老

年
金
は
廃
止
と
な
り
、
新
た
に
長

寿
祝
金
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

平
成
１７
年
度
の
長
寿
祝
金
の
支

給
要
件
と
そ
の
額
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

【
支
給
要
件
】

次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
方
。

①
平
成
１７
年
９
月
１
日
現
在
、
７７

歳
の
方
、
８８
歳
の
方
、
９９
歳
の
方
、

１
０
０
歳
以
上
の
方

②
平
成
１７
年
９
月
１
日
現
在
に
お

い
て
、
本
市
に
引
き
続
き
１
年
以

上
住
ん
で
い
る
方

【
長
寿
祝
金
の
額
】

�
７７
歳

５
千
円

�
８８
歳

１
万
円

�
９９
歳

２
万
円

�
１
０
０
歳
以
上

２
万
円

※
支
給
月
は
９
月
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
長
寿
障
害
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

�
�
６
６
１
３
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
あ
そ
ば
な
い
で

ち
ゃ
ん
と
あ
る
く
よ

つ
う
が
く
ろ

岡
�

成
美（
飯
尾
敷
地
小
学
校
一
年
）

戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成１７年４月１日において、公務扶助料や遺族年金
等を受ける方がいない場合に、第８回特別弔慰金として額面４０万円、１０年償還の記名国
債が支給されます。
【支給対象者】
対象となるご遺族は次の順番による先順位のご遺族お一人です。
１、平成１７年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得
した方
２、戦没者等の子
３、戦没者等と生計関係を有していた①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
（戦没者等と生計関係を有していなかった方、平成１７年４月１日において婚姻により
姓が変わっている方、または遺族以外の方と養子縁組をしている方は除かれます。）
４、上記３以外の①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
５、上記１から４以外の三親等内の親族（戦没者等と１年以上生計関係を有していたこ
とが必要）
【支給内容】 額面４０万円、１０年償還の記名国債
【請求期限】 平成２０年３月３１日まで
【持参するもの】 １）印鑑（ゴム印・スタンプ印は不可）

２）戸籍等を取得するための費用
【受付日程】

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
み
な
さ
ま
へ

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
お
知
ら
せ

※申請には時間がかかる場合がありますので、ご了承ください。
※なお、次回の請求申請の受け付けについては１１月ごろを予定しています。また、今回
の弔慰金の申請については、『吉野川市遺族連合会』にご協力を頂いております。

問い合わせ／市地域福祉課地域福祉係（川島庁舎１階）��２１１１

午後１時～４時

美郷全地区

美郷全地区

美郷全地区

午前９時３０分～正午

美郷全地区

美郷全地区

美郷全地区

８月１０日�
８月１１日�
８月１２日�

③美郷地区

（美郷庁舎１階）

午後１時～４時

川田地区

川田地区

山瀬地区

山瀬地区

山川町全地区

午前９時３０分～正午

川田地区

川田地区

山瀬地区

山瀬地区

山川町全地区

８月３日�
８月４日�
８月５日�
８月８日�
８月９日�

②山川町地区

（山川庁舎１階１０１

会議室）

午後１時～４時

上浦地区

牛島地区

山路・中島地区

鴨島地区

上下島地区

敷地地区

西麻植地区

知恵島・粟島地区

鴨島町全地区

午前９時３０分～正午

上浦地区

牛島地区

森藤・内原地区

鴨島地区

喜来地区

飯尾・呉郷地区

西麻植地区

知恵島・粟島地区

鴨島町全地区

７月２１日�
７月２２日�
７月２５日�
７月２６日�
７月２７日�
７月２８日�
７月２９日�
８月１日�
８月２日�

①鴨島町地区

（市役所１階１０１会

議室）

地域福祉課（川島庁舎１階）で随時受け付けしています。�川島町地区
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栄
養
相
談

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
そ
の
一
歩

ふ
み
出
す
前
に

右
左

河
野

隼
平（
西
麻
植
小
学
校
六
年
）

７・８月の健康相談・健康（運動）教室
毎週（月）～（金）（祝日・年末年始を除く）１０：００～１１：００ 鴨島老人福祉センター

あ
ら
か
じ
め
市
健
康
推
進
課
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。
（
�
�
６
６
１
５
）

８
月
９
日
（
火
）
１０：

００
〜
１１：
００

９
月
１３
日
（
火
）
１０：

００
〜
１１：
００

問
い
合
わ
せ
／
市
健
康
推
進
課

�
�
６
６
１
５

※８月８日�の栄養教室参加ご希望の方は、８月１日�までに健康推進課へ申し込みください。

お 知 ら せ健康体操・歩け歩け教室のお知らせ

〈７月〉
●健康体操：７月１９日�・２６日�／１４：００～
１５：００／山川公民館
●歩け歩け教室：７月１８日�・２５日�／９：
００～１０：００／山川公民館に集合
〈８月〉
●健康体操：８月２日�・９日�（筋量測定）
・２３日�・３０日�／１４：００～１５：００／山川
公民館

●歩け歩け教室：８月１日�・８日�・１５日
�・２２日�・２９日�／９：００～１０：００／山
川公民館に集合

基本健康診査（循環器健診）の結果説明会を開催
します。健診結果から生活習慣改善のヒントを見つ
けてみませんか？ お気軽にご利用ください。

健診を受けられた方へ

◇持参するもの
健診結果表・健康手帳・筆記用具
問い合わせ：市健康推進課成人保健係 ��６６１５

内 容
健康相談＋運動教室
健康相談
健康教室
健康相談
健康相談＋筋量測定
健康相談
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談
健康相談
健康相談＋筋量測定
健康相談
健康相談＋運動教室
健康相談＋食育教室
健康相談＋栄養相談
健康相談
健康相談＋運動教室
健康相談＋運動教室
健康相談
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋理学療法士による相談
健康相談
健康教室
健康教室

地区
川島
山川
鴨島
川島
美郷
川島
鴨島
山川
川島
美郷
川島
鴨島
川島
美郷
鴨島
鴨島
鴨島
川島
鴨島
鴨島
川島
鴨島
鴨島

場 所
川島公民館近久分館
中部農業構造改善センター
喜来老人憩の家
三ツ島西公会堂
東部集落センター
川島公民館
敷地老人憩の家
西川田福祉センター
川島老人福祉センター
中古井広域集落センター
こだま会館
森山地区公民館
鍛冶屋敷公会堂
東山老人憩の家
牛島地区公民館
上浦老人憩の家
知恵島老人憩の家
川島公民館山田分館
喜来老人憩の家
鴨島老人福祉センター
川島公民館敷地分館（旧敷地集会所）
鴨島南部老人憩の家
西麻植地区公民館

時 間
９：３０～１０：００（受付）
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１１：００
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００
１３：３０～１４：３０
１３：００～１４：３０
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
１０：００～１１：００
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：３０
９：００～１２：００

曜日
水

木

金

火

水

木

金

月

火

水

木

日
１３

１４

１５

１９

２０

２１

２２

２５

２６

２７

２８

７

月

内 容
健康相談
健康相談
健康相談
健康相談
健康相談 注：都合により８月１１日から変更しています
健康相談
健康相談
健康相談＋筋量測定
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋栄養教室（※申し込みが必要です ２４人まで）
健康相談＋体脂肪率測定（※８月から午前に変更します）
健康相談
健康相談＋理学療法士による相談
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談
健康相談
健康相談 注：都合により８月４日から変更しています
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋運動教室
健康相談
健康相談
健康相談
健康相談＋運動教室
健康相談
健康相談＋栄養相談
健康相談＋栄養相談

地区
川島
川島
川島
山川
山川
鴨島
川島
美郷
鴨島
鴨島
山川
鴨島
川島
鴨島
鴨島
川島
川島
川島
鴨島
川島
川島
美郷
鴨島
川島
川島
美郷
美郷

場 所
川島公民館本町分館
城山老人福祉センター
川島公民館神後分館
山瀬地区公民館
中部農業構造改善センター
西麻植会館
東児島老人憩の家（旧東児島公民分館）
三山老人憩の家
飯尾敷地コミュニティセンター
鴨島南部老人憩の家
山川公民館
多津美公会堂
川島公民館学西分館
鴨島老人福祉センター
牛島集会所
立石公会堂
川島公民館近久分館
川島公民館久保田分館
敷地老人憩の家
川島公民館
川島老人福祉センター
中古井広域集落センター
森山地区公民館
こだま会館
三ツ島西公会堂
桁山集落センター
中枝老人憩の家

時 間
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
９：００～１０：００
１３：００～１４：００
１０：００～１１：００
１０：００～１１：００
９：３０～１３：００
１０：００～１１：００
９：００～９：３０（受付）
１０：００～１１：００
１３：３０～１４：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：００（受付）
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

曜日

月

火

木

金

月

火

水
木

火

水

木

金

日

１

２

４

５

８

９

１０
１１

１６

１７

１８

１９

８

月

日 時
７月２０日�
午後１時３０分～３時

７月２５日�
午後１時３０分～３時

実施場所
ふるさとセンター
（美郷）

山川公民館

（

）
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肺がん・結核検診について 《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
わ
す
れ
ず
に

い
の
ち
を
ま
も
る

ヘ
ル
メ
ッ
ト

奥
田

成
彰（
森
山
小
学
校
二
年
）

●対象者
４０歳以上（昭和４１年３月３１日以前に生まれた
方）で、今年度の日帰り健診を受診していない方
肺がん検診 ：４０歳以上６４歳以下の方
肺がん・結核検診 ：６５歳以上の方
※結核検診は、平成１７年４月１日法改正により６５
歳以上の方となりました。
下記のとおり市内を検診車が回ります。（市内

どの場所でも受診することが出来ます。）
●個人負担金
・胸部エックス線撮影………無料

かくたん

・喀痰検査……………………５００円
※ただし、市民税非課税世帯（平成１６年度）の方
と７０歳以上（昭和１１年３月３１日以前に生まれ）の
方は無料です。

〔注意〕
○対象者には、７月下旬に、ご案内通知（受診券）
をお送りします。名前を確認のうえ各人ごとに
切り離し検診場所へ必ずご持参ください。
○検診にはボタン、ファスナー、厚手のプリント
・刺しゅう等のない軽装でお越しください。
○大雨および暴風警報が発令された場合には、検
診を中止します。
※中止の場合連絡はしません。中止のときは、別
の実施日か予備日をご利用ください。予備日は
検診の中止があった場合のみ実施します。
次に該当する場合、希望者は、喀痰検査を受け
ることができます。
①５０歳以上の方で喫煙指数（１日本数×年数）が
６００以上の方
②最近６カ月以内に血痰のあった方
検診当日、受付にお申し出ください。喀痰容器
をお渡しします。
３日分の痰を採って、容器を提出時（提出場所
は、検診当日お知らせします。）に個人負担金をお
支払いください。

〈肺がん・結核検診実施予定表〉
時 間

９：３０～１１：００
１１：１０～１１：４０
１３：００～１３：３０
１３：４０～１４：１０
１４：２０～１４：５０
１５：００～１５：４０
９：３０～１０：１０
１０：２０～１１：００
１１：１０～１１：４０
１３：００～１４：００
１４：１０～１４：４０
１４：５０～１５：２０

９：３０～１０：１０
１０：２０～１０：５０
１１：００～１１：３０
１３：００～１３：３０
１３：４０～１４：３０
１４：４０～１５：１０

９：３０～１０：３０
１０：４０～１１：３０
１１：４０～１２：１０
１３：３０～１４：００
１４：１０～１５：００
１５：２０～１５：５０
９：３０～１０：２０
１０：３０～１１：１０
１１：３０～１２：００
１３：２０～１４：２０
１４：３０～１５：３０

場 所
江川・鴨島公園駐車場
文化研修センター
笠井茂橘氏宅付近（内原西）
荒神社（内原）
後藤田美容院西付近（中島東）
春日免神社（西春日免）
岡田良平氏宅付近（内原北）
麻植郡農協森山支所
吉野川リサイクル企画（向原）
宮田商店（宮前）
持福寺（飯尾小原）
飯尾神社（飯尾西部）

森水道設備（西麻植市）
中内神社（西麻植中筋）
西麻植会館（大東）
岡田商会（呉島）
田中屋（敷地東）
第１２分団消防詰所（飯尾小原）

四宮米穀店（東麻植市）
丸広木材（大北）
宮脇書店南側駐車場（大西）
飛梅歯科（旭町）
若宮神社（喜来）
上田洋品店（牛島駅東）
新興建設倉庫（田渕）
林武男氏宅付近（敷地奥）
吉野川商工会議所（セレブ西側）
鴨島呉郷保育所
衣料ツユグチ（内原）

実施日

９
月
５
日
�

９
月
６
日
�

９
月
７
日
�

９
月
８
日
�

９
月
９
日
�

時 間
９：３０～１０：１０
１０：２０～１０：５０
１１：００～１１：４０
１３：００～１４：００
１４：１０～１４：４０
１４：５０～１５：２０
９：３０～１０：１０
１０：２０～１１：００
１１：１０～１２：２０
１３：４０～１４：１０
１４：２０～１４：５０
１５：００～１５：３０
１７：００～１９：００
９：３０～１０：３０
１０：４０～１１：１０
１１：２０～１２：００
１３：２０～１４：００
１４：１０～１５：００
１５：１０～１５：４０
１７：００～１９：００
９：３０～１０：１０
１０：２０～１０：５０
１１：００～１１：４０
１３：００～１４：００
１４：１０～１４：４０
１４：５０～１５：２０
９：３０～１０：２０
１０：３０～１１：３０
１２：５０～１３：３０
１３：４０～１４：２０
１４：３０～１５：１０
１７：００～１９：００

場 所
知恵島小学校
千田公会堂
多津美公会堂
桑田商店（むつみ）
笠井純一氏宅付近（蛭子）
鎮守神社（知・四ツ屋）
神島会館
喜来老人憩の家
林正道氏宅付近（麻植塚）
河野良�氏宅付近（原）
杉尾神社（牛島）
春日漬物店（先須賀）
飯尾敷地コミュニティセンター（呉郷）
めぐみ幼稚園駐車場（東本町）
蛇の目自動車付近（喜来東）
大西一雄氏宅付近（城ノ内）
阿部治雄氏宅付近（東宮間）
西岡弁当店駐車場（八本松東）
吉田建設（橋本）
木下商店（西麻植駅前）
あさな運送（天神）
麻植郡農協東部支所
上浦小学校
上浦老人憩の家（国中）
有持鉄工所駐車場（丸山）
松家健二郎氏宅付近（東原北）
老人ホーム天寿荘
坂本紙店（東本町）
八幡神社（八幡通り）
ひまわり農産市（南新町）
吉野川市役所前
志摩酒店（鴨島駅前）

実施日

８
月
２９
日
�

８
月
３０
日
�

８
月
３１
日
�

９
月
１
日
�

９
月
２
日
�

鴨

島

地

区
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〈肺がん・結核検診実施予定表〉《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
し
ん
ご
う
が

あ
お
に
な
っ
て
も

み
ぎ
ひ
だ
り

立
石

明（
知
恵
島
小
学
校
三
年
）

時 間
９：００～９：５０
１０：００～１１：００
１１：１０～１１：３０
１１：４０～１２：００
１３：１０～１３：４０
１３：５０～１４：２０
１４：３０～１５：００
１５：１０～１５：４０
１５：５０～１６：３０
９：００～９：３０
９：４０～１０：１０
１０：２０～１０：５０
１１：１０～１１：３０
１３：１０～１３：４０
１３：５０～１４：２０
１４：３０～１５：００
１５：１０～１６：３０
９：００～９：５０
１０：２０～１０：４０
１０：５０～１１：１０
１１：３０～１１：５０
１３：００～１３：３０
１３：５０～１４：２０
１４：３０～１５：００
１５：２０～１６：２０

場 所
富士電気商会前（南町）
レーベンショップ谷田前（川東西）
旗見集会所前（旗見）
佐藤厚志氏宅前（恵下）
西福寺前（瀬津）
大坪商店前（貞田）
貞田集会所前（貞田）
舟戸住宅集会所前（舟戸西）
舟戸農業構造改善センター前
鯰神社（季邦）
上岡豊氏宅前（麦原東）
麦原大師堂前（麦原西）
迎坂集会所前（迎坂）
川田小学校体育館前（住吉）
川端正一氏宅前（西ノ原）
青木大師堂前（青木）
吉野川市山川庁舎前
横田哲夫氏宅前（北町）
藤原文明氏宅前（桑内）
皆瀬野郷神社前（皆瀬）
西野々集荷場前（皆瀬）
藤川商店前（大内）
猪口利夫氏宅前（楠根地）
大内消防団詰所前（大内）
椙原商店横（南町）

実施日

１０
月
５
日
�

１０
月
６
日
�

１０
月
７
日
�

時 間
９：００～９：５０
１０：００～１０：３０
１０：４０～１１：１０
１１：２０～１１：５０
１３：１０～１３：４０
１３：５０～１４：２０
１４：３０～１５：００
１５：１０～１５：４０

９：００～９：４０
９：５０～１０：５０
１１：００～１２：００
１３：１０～１４：２０
１４：３０～１５：００
１５：１０～１５：４０
１５：５０～１６：２０

９：００～９：４０
９：５０～１０：２０
１０：３０～１１：００
１１：１０～１１：４０
１３：００～１３：３０
１３：５０～１４：４０
１４：５０～１５：２０
１５：３０～１６：００
１６：１０～１７：００
１８：３０～１９：３０

場 所
山瀬地区公民館前（西久保西）
岡本薬局前（西久保中）
佐竹等氏宅前（日の出第２）
河村圓司宅前（中央西）
石川オート商会前（天神）
忌部農業構造改善センター（忌部北）
元木会館前（日の出第２）
ほたる川第二団地前（ほたる川）

桑原政夫氏宅前（宮島南）
早川茂敏氏宅前（日の出第１）
北村農業構造改善センター駐車場
日吉神社（湯立東）
湯立会館前（湯立北）
瀬詰八幡神社（瀬詰八幡）
岡田建設横（春日）

川田西小学校前（西市久保）
おはな駐車場（村雲）
野郷神社（北島西）
旧きらく前（北島東）
孝寿し前（三島）
松浦愛子氏宅前（中筋）
信田酒店前（奥川田西）
久宗郵便局横（久宗）
谷邦夫氏宅前（川東西）
八坂会館前（八坂北）

実施日

９
月
３０
日
�

１０
月
３
日
�

１０
月
４
日
�

山

川

地

区

時 間
９：００～９：２０
９：３０～１０：００
１０：１０～１１：００
１１：１０～１１：５０
１３：３０～１４：００
１４：１０～１４：４０

１０：３０～１１：００
１１：１０～１１：５０
１３：２０～１４：００
１４：１０～１４：４０
１４：５０～１５：２０
１５：３０～１６：００
１６：１０～１６：３０
１７：３０～１９：００

場 所
むつみゲートボール場横
住友敬次郎氏宅前（一里松）
学駅前
東児島老人憩の家（旧東児島公民分館）
高越神社（下女ノ辻）
吉野川市川島庁舎前

三ッ島西公会堂（水沼野）
猪井理髪店前（水沼野）
十川工業（有）前（西出目）
ぶどう総合管理センター（王子）
片山健三氏宅裏ごみ収集場所前
佃商店前（近久）
こだま会館
川島老人福祉センター（吉本北）

実施日

９
月
１４
日
�

９
月
１５
日
�

時 間
１０：５０～１１：２０
１１：３０～１２：００
１３：３０～１４：００
１４：１０～１４：５０
１５：００～１５：３０
１５：４０～１６：１０
１７：３０～１９：００
１０：２０～１０：４０
１０：５０～１１：３０
１１：４０～１２：００
１３：３０～１４：００
１４：１０～１４：４０
１４：５０～１５：１０
１５：２０～１５：５０
１６：００～１６：３０

場 所
川島公民館山田分館
三原産業瓦前（山田芝生）
森定康氏宅前（サントピア）
川島高校前喜多寿康氏宅前
川島公民館朝日ヶ丘分館東側
川島公民館神後南部分館前
川島公民館前
立石公会堂（天神）
川島公民館久保田分館前
麻植寮
川島公民館前
川島駅前
逸見氏宅前（本町）
川島神社鳥居前
三橋マツヱ氏宅前（神後東部）

実施日

９
月
１２
日
�

９
月
１３
日
�

川

島

地

区

時 間
９：３０～９：４５
９：５５～１０：１０
１０：１５～１０：５０
１１：００～１１：３０
１１：４５～１２：０５
１３：３０～１４：００
１４：２０～１４：４０
１４：５０～１５：１０
１５：２０～１５：４０

９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

１５：００～１７：００

場 所
蘓鐵本サツキ氏宅前（樫平）
穴山榮勇氏宅前（穴地）
後藤孝洋氏宅前（田平）
楮山富行氏宅前（かじや）
伊井孟布氏宅前（井頭）
森口孝男氏宅前（宮倉）
榎本重信氏宅前（高野尾）
久保忠敏氏宅裏（中筋）
柘原忠男氏宅前（品野）

吉野川市山川庁舎前

吉野川市川島庁舎前

吉野川市役所前

実施日

９
月
２８
日
�

１１
月
１１
日
�

中
止
の
場
合
の
予
備
日

時 間
９：００～９：２０
９：３０～９：５５
１０：０５～１０：４０
１０：５０～１１：０５
１１：１５～１１：３０
１１：４０～１２：００
１３：３０～１３：５０
１３：５５～１４：１５
１４：２５～１４：４５
１４：５５～１５：１０
１５：１５～１５：３５
９：００～９：２０
９：３０～９：４０
９：４５～１０：１０
１０：２０～１０：３５
１０：５５～１１：１５
１１：２０～１１：４０
１１：５０～１２：１０
１３：５０～１４：０５
１４：１５～１４：３５
１４：５０～１５：０５
１５：１５～１５：３０

場 所
山口秀吉氏宅前（丸山）
猪本光一氏宅前（上谷）
東山小学校前
河野薫明氏宅前（中谷）
藤川昌信氏宅奥（中谷）
猪井芳明氏宅前（月野）
芝�正明氏宅前（恵美子）
平山土建前（湯下）
麻植郡農協美郷支所前
早雲明晴氏宅前（峠）
明石恭一氏宅前（刷石）
吉野川市美郷庁舎前
竹中俊治氏宅前（市野々）
中枝老人憩の家前
岡本昭氏宅裏（城戸）
藤村和行氏宅前（中古井）
和泉公克氏宅裏（古井）
和泉保昌氏宅下（倉羅）
武市恒雄氏宅下（照尾）
明石孝氏宅裏（張）
横石文夫氏宅前（宗田）
西村弘氏宅前（東部）

実施日

９
月
２６
日
�

９
月
２７
日
�

美

郷

地

区
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト

私
の
命
を

あ
ず
け
ま
す

山
本

千
晶（
川
島
小
学
校
六
年
）

パ
ソ
コ
ン

講
習
受
講
者
募
集

内
容

Ａ
コ
ー
ス
…
パ
ソ
コ
ン
基
礎

Ｂ
コ
ー
ス
…
表
計
算
入
門
（
エ
ク

セ
ル
の
基
本
的
な
機
能
を
紹
介
）

Ｃ
コ
ー
ス
…
ワ
ー
プ
ロ
入
門
（
ワ

ー
ド
の
基
本
的
な
機
能
を
紹
介
）

※
ど
の
コ
ー
ス
も
１
回（
３
時
間
）

で
完
結
で
す
。

対
象
者

Ａ
コ
ー
ス
…
市
内
在
住
で
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
の
方

Ｂ
・
Ｃ
コ
ー
ス
…
市
内
在
住
で
キ

ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
文
字
入
力
の
で

き
る
方

場
所

鴨
島
公
民
館

定
員

Ａ
コ
ー
ス

各
２０
人

Ｂ
・
Ｃ
コ
ー
ス

各
１０
人

受
講
料

無
料

申
込
期
間

７
月
２５
日
�
〜
８
月

１２
日
�
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
を
除
く
）

申
込
方
法

生
涯
学
習
課
社
会
教

育
係
に
、
受
講
希
望
の
講
座
番
号

を
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
に
決
定
し
ま
す
。

※
受
講
者
の
少
な
い
講
座
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

�
�
４
１
１
５

講 習 日

※コースの前の丸数字が講座番号

夏
休
み
『
親
子
陶
芸

１
日
体
験
講
座
』

参
加
者
募
集

自
分
で
つ
く
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
焼
き
物
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

一
輪
挿
し
、
マ
グ
カ
ッ
プ
、
壁

掛
け
な
ど
、
自
分
で
作
っ
た
焼
き

物
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
き

７
月
２４
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

参
加
費

１
人

２
０
０
０
円

ゆ
う
や
く

（
粘
土
２
�
・
釉
薬
代
金
含
む
）

募
集
人
数

親
子
１０
組
（
先
着

順
）

準
備
物

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

ぞ
う
き
ん

申
込
方
法

参
加
費
を
添
え
て
文

化
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
（
電
話
で
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

申
込
期
限

７
月
２０
日
�

主
催

市
文
化
協
会
・
鴨
島
陶
芸

ク
ラ
ブ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

�
�
０
０
１
５

渋
滞
緩
和
に

パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド

パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
と

は
、
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
駅
に
近

い
駐
車
場
に
車
を
駐
車
（
パ
ー

ク
）
し
、
そ
こ
か
ら
鉄
道
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
に
乗
り
（
ラ
イ

ド
）
か
え
て
、
目
的
地
に
向
か
う

方
法
で
す
。
こ
の
方
法
は
、
交
通

渋
滞
の
緩
和
に
つ
な
が
る
ほ
か
、

環
境
に
も
や
さ
し
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ニ
シ
キ
ヤ
鴨
島
店
の

ご
協
力
に
よ
り
、
店
舗
の
駐
車
場

を
使
用
す
る
「
店
舗
利
用
型
パ
ー

ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

対
象
者

主
に
平
日
、
徳
島
市
内

へ
車
で
通
勤
さ
れ
て
い
る
方

募
集
人
数

２０
人

駐
車
場
お
よ
び
申
込
先

フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

ニ
シ
キ

ヤ
鴨
島
店
（
鴨
島
町
西
麻
植
）

�
�
０
９
３
９

問
い
合
わ
せ

県
県
土
整
備
部
交
通
政
策
課

�
０
８
８
（
６
２
１
）
２
１
２
７

『
藍
染
め

１
日
体
験
講
座
』

参
加
者
募
集

阿
波
の
特
産
品
で
あ
る
藍
染

め
！

あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
藍
染
め
。
も
の
創
り
の
楽
し
さ

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

と
き

７
月
３１
日
�

午
前
８
時
４０
分
〜
正
午

と
こ
ろ

藍
工
房
専
修
�
（
鴨
島

町
喜
来
の
徳
住
寺
境
内
）

費
用

ミ
ニ
ス
カ
ー
フ

８
０
０
円

シ
ル
ク
ス
カ
ー
フ

２
４
０
０
円

タ
オ
ル
マ
フ
ラ
ー

１
５
０
０
円

Ｔ
シ
ャ
ツ

３
８
０
０
円

（
当
日
サ
ン
プ
ル
を
見
て
、
染
め

た
い
も
の
を
決
め
て
く
だ
さ
い
）

募
集
人
数

３０
人
（
先
着
順
）

準
備
物

ゴ
ム
手
袋
、
汚
れ
て
も

か
ま
わ
な
い
服
装

申
込
期
限

７
月
２８
日
�

申
込
方
法

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電

話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
）

主
催

市
文
化
協
会
・
藍
工
房
専

修
�申し

込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

�
�
０
０
１
５

８月２８日�

⑦パソコン基礎

⑧ワープロ入門

⑨ワープロ入門

８月２７日�

④パソコン基礎

⑤表計算入門

⑥表計算入門

８月２６日�

①パソコン基礎

②パソコン基礎

③パソコン基礎

実施日
時間

午前９時～正午

午後１時３０分～４時３０分

午後６時３０分～９時３０分

募
集
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

夏
休
み
・

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ

美
郷
の
自
然
の
中
で
、
思
い
っ
き

り
学
び
あ
そ
ぼ
う
よ
！

第
１
弾

夏
休
み
・
川
田
川
探
検
ツ
ア
ー

宝
さ
が
し
探
検
隊
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
、
い
か
だ
作
り
、
水
鉄

砲
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。
飯

ご
う
炊
さ
ん
も
楽
し
い
よ
！

と
き

７
月
３１
日
�

午
前
９
時

３０
分
〜
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ

美
郷
ほ
た
る
館
周
辺
の

川
田
川
（
集
合
場
所

美
郷
ほ
た

る
館
）

定
員

３０
人

参
加
費

大
人
１
２
０
０
円
、
中

学
生
以
下
６
０
０
円
（
ほ
た
る
館

入
館
料
・
保
険
料
含
む
）

※
小
学
校
３
年
生
以
下
の
場
合
は

保
護
者
同
伴
と
な
り
ま
す
。

持
参
物

濡
れ
て
も
か
ま
わ
な
い

服
装
、
米
１
合

第
２
弾

夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室

宝
さ
が
し
探
検
隊
（
プ
ロ
の
大

工
さ
ん
も
い
る
よ
！
）
と
自
由
工

作
に
挑
戦
し
よ
う
。

と
き

８
月
７
日
�

午
前
９
時

〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ

美
郷
ほ
た
る
館

定
員

３０
人

参
加
費

高
校
生
以
上
６
０
０
円
、

小
中
学
生
３
０
０
円
（
ほ
た
る
館

入
館
料
含
む
）

持
参
物

筆
記
用
具

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
小
さ
な
手

私
が
守
る

登
下
校

根
本

咲
希（
鴨
島
小
学
校
六
年
）

第
３
弾

夏
休
み
『
川
』
観
察

（
川
田
川
の
魚
と
虫
）

徳
島
淡
水
魚
研
究
会
会
長
の
大

川
先
生
を
招
い
て
、
川
田
川
の
魚

や
水
生
昆
虫
の
観
察
を
し
ま
す
。

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
最
適
！

と
き

８
月
１４
日
�
午
後
１
時
〜

（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ

美
郷
ほ
た
る
館
周
辺
の

川
田
川
（
集
合
場
所

美
郷
ほ
た

る
館
）

定
員

４０
人

参
加
費

高
校
生
以
上
５
０
０
円
、

小
中
学
生
３
０
０
円
（
ほ
た
る
館

入
館
料
含
む
）

持
参
物

濡
れ
て
も
か
ま
わ
な
い

服
装
、
筆
記
用
具

第
４
弾

ソ
バ
づ
く
り
教
室
（
種
ま
き
）

石
積
み
名
人
の
高
開
さ
ん
の
畑

で
ソ
バ
の
種
を
ま
き
ま
す
。

と
き

８
月
３１
日
�
午
前
９
時
〜

正
午
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ

高
開
さ
ん
の
畑
（
集
合

場
所

美
郷
ほ
た
る
館
）

定
員

３０
人

参
加
費

高
校
生
以
上
６
０
０
円
、

小
学
生
以
上
３
０
０
円

持
参
物

汚
れ
て
も
か
ま
わ
な
い

服
装

★
申
込
方
法
（
第
１
弾
〜
第
４
弾

す
べ
て
）

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、

美
郷
ほ
た
る
館
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

美
郷
ほ
た
る
館

�
�
２
８
８
８

平
成
１７
年
度

入
国
警
備
官
募
集

受
験
資
格

昭
和
５７
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
６３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

採
用
予
定
数

約
１
０
０
人
（
全

国
）

受
付
期
間

・
郵
送
ま
た
は
持
参

７
月
１９
日
�
〜
８
月
２
日
�

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

７
月
１９
日
�
午
前
９
時
〜
７
月

２６
日
�
午
後
５
時

第
１
次
試
験

９
月
２５
日
�

第
２
次
試
験

１０
月
１９
日
�

試
験
種
目

教
養
試
験
（
多
枝
選

択
式
）、作
文
試
験
、
人
物
試
験
な

どそ
の
他

採
用
後
、
広
域
で
の
異

動
が
あ
り
ま
す
。

申
込
用
紙
請
求
方
法

１
４
０
円

切
手
を
張
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
（
角
型
２
号
）
を
同
封

の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
へ
請
求
く

だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
申
し
込
み
の
場
合
は
、
専
用
ア

ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.jinji-shiken.jp/

m
oushikom

i-s34.htm
l

問
い
合
わ
せ

〒
７
６
０
―

０
０
３
３

高
松
市

丸
の
内
１
―

１

高
松
法
務
合
同

庁
舎
内

高
松
入
国
管
理
局
総
務

課
総
務
係

�
０
８
７
（
８
２
２
）
５
８
５
２

平
成
１７
年
度

自
衛
官
等
募
集
案
内

試 験 期 日

９月２４日・２５日

１１月１２日・１３日

１１月５日・６日
９月２３日
１０月１６日
９月１７日
９月１７日
受付時にお知らせしま
す。
９月２５日・２６日

※詳しくは、自衛隊鴨島募集事務所（��７００８）まで、お早めにお問い合わせください。

受 付 期 間

９月５日～７日

９月９日～３０日

９月９日～３０日
８月１日～９月８日
９月９日～３０日
８月１日～９月８日
８月１日～９月８日
年間を通じて行ってい
ます。
８月１日～９月８日

資 格
高卒（見込み含む）２１歳未満の方
（高等学校長の推薦等が別途必要で
す）
高卒（見込み含む）２１歳未満の方
（自衛官は２３歳未満）
高卒（見込み含む）２１歳未満の方
高卒（見込み含む）２１歳未満の方
高卒（見込み含む）２４歳未満の方
１８歳以上２４歳未満の方
１８歳以上２７歳未満の方

１８歳以上２７歳未満の方

１８歳以上２７歳未満の方

募 集 種 目

推 薦

一 般

防衛医科大学校学生
航空学生
看護学生
一般曹候補学生
曹候補士

男 子

女 子

防衛大学校
学 生

２等陸・海
・空士

高

卒

等
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
通
学
路

決
ま
っ
た
道
を

歩
こ
う
ね

鶴
田

真
生（
川
田
小
学
校
四
年
）

平
成
１７
年
度

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
該
当
者
募
集

平
成
１７
年
９
月
中
旬
に
金
婚

（
５０
周
年
）
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

（
６０
周
年
）
の
記
念
式
を
実
施
し

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
該
当
基
準
】

☆
金
婚（
５０
周
年
）該
当
者

昭
和
３０
年
９
月
１
日
ま
で
に
入

籍
さ
れ
た
ご
夫
婦

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
６０

周
年
）
該
当
者

昭
和
２０
年
９
月
１
日
ま
で
に
入

籍
さ
れ
た
ご
夫
婦

※
金
婚
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
該

当
者
で
本
籍
地
が
吉
野
川
市
以
外

の
方
は
、
戸
籍
謄
本
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
平
成
１６
年
度
ま
で
に
、
合
併
前

の
各
町
村
で
表
彰
さ
れ
て
い
る
方

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
９
月
２
日
以
降
に
金
婚
・
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

平
成
１８
年
度
以
降
の
記
念
式
で
お

祝
い
し
ま
す
。

【
申
込
締
切
】

８
月
３１
日
�

【
申
込
方
法
】

長
寿
障
害
福
祉
課
（
川
島
庁

舎
）
ま
た
は
鴨
島
・
山
川
・
美
郷

の
各
支
所
地
域
課
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
長
寿
障
害
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

�
�
６
６
１
３

弓道教室参加者募集
高
越
弓
道
会
で
は
、
中
学
生
以

上
を
対
象
と
し
た
弓
道
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
弓
道
に
関
心
が
あ
り
、

弓
道
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

中
学
生
以
上

募
集
受
付

随
時
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
。

年
会
費

２
０
０
０
円

練
習
日

毎
週
月
曜
日
・
水
曜
日

・
土
曜
日

練
習
時
間

午
後
７
時
〜
９
時

練
習
場
所

吉
野
川
市
高
越
弓
道

場（
山
川
町
榎
谷
２
２
６
番
地
２
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
越
弓
道
会
代
表

福
本
交
伸

�
�
５
７
１
０

平
成
１７
年
度

就
業
支
援
講
習

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
】

対
象
者

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び

寡
婦
な
ど

講
習
科
目

エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
、

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
、
検

定
対
策
コ
ー
ス

講
習
期
間
・
講
習
時
間

（

）
内
は
定
員

エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

●
初
級
（
２０
人
）

９
月
１２
日
�
〜
２１
日
�
の
月
・

火
・
水
５
日
間

午
前
１０
時
〜
午

後
４
時

●
中
級
（
２０
人
）

９
月
２６
日
�
〜
１０
月
４
日
�
の

月
・
火
・
水
５
日
間

午
前
１０
時

〜
午
後
４
時

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

●
夜
間
（
２０
人
）

９
月
１
日
�
〜
１０
月
７
日
�
の

祝
日
を
除
く
月
・
火
・
木
・
金
２０

日
間

午
後
６
時
３０
分
〜
９
時

●
日
曜
日
【
午
前
】
（
２０
人
）

１０
月
３０
日
�
〜
１
月
２９
日
�
の

日
曜
日
１０
日
間

午
前
１０
時
〜
正

午
検
定
対
策
コ
ー
ス

●
夜
間
（
１０
人
）

１０
月
１１
日
�
〜
１１
月
１５
日
�
の

祝
日
を
除
く
月
・
火
・
木
・
金
２０

日
間

午
後
６
時
３０
分
〜
９
時

●
日
曜
日
（
１０
人
）

１０
月
３０
日
�
〜
１
月
２９
日
�
の

日
曜
日
１０
日
間

午
後
１
時
〜
４

時開
催
場
所

徳
島
県
立
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
階
徳
島
県
立
母
子
福

祉
セ
ン
タ
ー（
徳
島
市
中
昭
和
町
）

申
込
締
切

エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
（
初
級
・
中

級
）
９
月
２
日
�

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

夜
間

８
月
２２
日
�

日
曜
日

１０
月
２１
日
�

検
定
対
策
コ
ー
ス

夜
間

９
月
３０
日
�

日
曜
日

１０
月
２１
日
�

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
は
自

己
負
担
）

問
い
合
わ
せ

財
団
法
人
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会

�
０
８
８
（
６
５
４
）
７
４
１
８

〈表紙写真〉
日
本
各
地
の
日
当
た
り
の
よ

い
山
野
の
草
地
に
普
通
に
見
ら

れ
る
多
年
草
で
す
。
草
丈
は
１０

〜
３０
�
、
茎
は
四
角
で
根
元
で

枝
分
か
れ
し
ま
す
。
６
〜
８
月

ご
ろ
、
茎
の
頂
上
に
長
さ
３
〜

５
�
の
穂
を
つ
け
、
紫
色
の
唇

形
の
花
を
密
集
し
て
つ
け
ま
す
。

夏
に
な
る
と
穂
は
枯
れ
て
黒
く

な
る
の
で
、
夏
枯
草
（
か
こ
そ

う
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。

ウツボグサ
（シソ科）
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

大
人
と
し
て
大
切
な
こ
と

は
、
常
日
ご
ろ
か
ら
、
こ
ん

な
「
愛
の
一
言
」
を
子
ど
も

た
ち
に
か
け
る
こ
と
で
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
」

「
元
気
か
い
」

「
大
丈
夫
か
い
？
」

「
が
ん
ば
っ
て
る
な
あ
！
」

「
あ
り
が
と
う
」

「
車
に
気
を
つ
け
な
さ
い
よ
！
」

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
き
き
一
発
。
急
に
道
路
に
出
て
は
ダ
メ
。
飛
び
出
し
て

オ
イ
ラ
も
車
も

あ
あ
び
っ
く
り

小
原

健（
学
島
小
学
校
四
年
）

「
子
ど
も
は
、
社
会
を
映
す
鏡
」。

そ
ん
な
考
え
方
に
立
っ
て
み
る
と
、

私
た
ち
大
人
か
ら
、

先
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
大
人
自
身
が
か
わ
る
こ
と
。

そ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守
り
、

支
え
て
あ
げ
る
こ
と
。

さ
あ
、
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

で
き
る
こ
と
か
ら
、
大
人
か
ら

『
大
人
が
変
わ
れ
ば

子
ど
も
も
変
わ
る
運
動
』
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り

聞
い
て
み
よ
う
！

子
ど
も
の
気
持
ち

子
ど
も
た
ち
が
、
自
信
と
誇
り

を
持
ち
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
す
る
た
め
に
は
、
親
子
の
対
話

や
地
域
社
会
の
大
人
の
関
わ
り
方

が
大
切
で
す
。
今
日
の
社
会
は
、

科
学
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
携
帯

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

情
報
機
器
の
発
達
に
よ
り
、
豊
か

で
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

反
面
、
い
じ
め
や
児
童
虐
待
な
ど

の
社
会
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

非
行
に
走
る
こ
ど
も
た
ち
は
、

そ
の
前
兆
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
サ

イ
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。
大
人
の

皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の

叫
び
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
行
動

こ
ん
な
と
き
は
要

注
意
で
す
。

■
学
校
を
さ
ぼ
っ
た
り
、
遅
刻
や

早
退
を
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

■
無
断
外
泊
を
し
た
り
、
夜
遊
び

が
多
く
な
っ
た
り
す
る
。

■
う
そ
を
つ
い
た
り
、
落
ち
着
き

が
な
く
な
っ
た
り
、
家
族
と
の
会

話
を
避
け
た
り
す
る
。

■
派
手
な
服
装
や
髪
型
、
化
粧
を

す
る
。

■
携
帯
電
話
や
メ
ー
ル
で
頻
繁
に

呼
び
出
さ
れ
て
外
出
す
る
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

�
�
６
６
２
０

FAX
�
６
６
２
１

平
成
１７
年
度
申
請
免
除（
全

額
・
半
額
・
納
付
猶
予
）の

受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
！

平
成
１７
年
７
月
か
ら
申
請
免
除

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、印
鑑（
ゴ
ム

印
・
ス
タ
ン
プ
印
以
外
の
も
の
）を

持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
（
市
役

所
１
階
）
ま
た
は
川
島
・
山
川
・

美
郷
の
各
支
所
地
域
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
離
職
な
ど
の
理
由

に
よ
り
免
除
を
希
望
す
る
場
合
は
、

離
職
票
（
ま
た
は
受
給
資
格
者

証
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
の
現
況
届

等
の
提
出
に
つ
い
て

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
で
社
会
保
険
事
務
所
か
ら

診
断
書
・
現
況
届
が
送
付
さ
れ
て

い
る
方
は
必
要
事
項
を
記
入
（
診

断
書
は
医
師
の
証
明
が
必
要
）
の

上
、
平
成
１７
年
７
月
末
日
ま
で
に

国
保
年
金
課
ま
た
は
川
島
・
山
川

・
美
郷
の
各
支
所
地
域
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金
以
外
に
受
給
中

の
年
金
が
あ
る
場
合
は
、
送
付
さ

れ
た
支
給
停
止
変
更
届
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
改
定
通
知
書
・

現
況
届
と
一
緒
に
平
成
１７
年
７
月

末
日
ま
で
に
、
国
保
年
金
課
ま
た

は
川
島
・
山
川
・
美
郷
の
各
支
所

地
域
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
だ
よ
り

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
！

●
対
象
と
な
る
方

①
平
成
３
年
３
月
以
前
に
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

（
定
時
制
・
夜
間
部
・
通
信
を
除

く
）
ま
た
は
、
昭
和
６１
年
３
月
以

前
に
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で

あ
っ
た
被
用
者
の
配
偶
者
で
、
当

時
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期

間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、
現
在
障

害
基
礎
年
金
の
１
・
２
級
相
当
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
方

●
支
給
額

・
１
級
…
年
額
６０
万
円
（
月
額
５

万
円
）

・
２
級
…
年
額
４８
万
円
（
月
額
４

万
円
）

給
付
金
の
支
払
い
は
請
求
の
あ

っ
た
翌
月
分
か
ら
で
す
。

※
請
求
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

（
�
�
２
２
１
３
）
へ

※
制
度
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
徳
島
社
会
保
険
事
務
局
（
�

０
８
８
―

６
３
４
―

１
１
７
０
）
へ

青
少
年
育
成
補
導
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
立
ち
止
ま
り

左
右
か
く
に
ん

曲
が
り
角

大
集

萌
恵（
牛
島
小
学
校
六
年
）

こ
ど
も
た
ち
は

も
う
す
ぐ
楽
し
い
夏
休
み

た
く
さ
ん
遊
ん
で

た
く
さ
ん
本
も
読
み
ま
し
ょ
う

☆
話
題
の
新
刊
☆

第
５１
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書

「
な
く
」
に
つ
い
て
と
こ
と
ん
考

え
て
み
よ
う
！

川
島
図
書
館

�
�
３
１
４
１

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
７
月
・
８
月
の
休
館
日

水
曜

日
、
祝
日
、
月
末
資
料
整
理
日（
７

月
２９
日
�
、
８
月
３０
日
�
）

◆
川
島
読
書
ク
ラ
ブ
例
会

７
月
１４
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分
／
図
書
館
２
階
（
※
８
月

は
お
休
み
し
ま
す
。）

新
規
会
員
募
集
中
！

読
書
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
一

度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
夏
休
み
自
由
研
究
教
室
「
自
由

研
究
の
し
か
た
」

７
月
２１
日
�
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１

時
３０
分
／
図
書
館
２
階
／
講
師

真
鍋
佳
資
さ
ん

◆
川
島
町
文
化
伝
承
の
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会

「
昔
の
あ
そ
び
・
お
手
玉
で
あ
そ

ぼ
う
！
」

７
月
２３
日
�
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１

時
３０
分
／
図
書
館
２
階

◆
夏
休
み
お
り
が
み
教
室（
初
級
）

８
月
４
日
�
・
５
日
�
午
前
１０
時

３０
分
〜
１１
時
３０
分
／
図
書
館
２
階

／
講
師

佐
藤
仲
恵
さ
ん

◆
夏
休
み
採
集
物
の
名
前
の
付
け

方８
月
２５
日
�
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１

時
３０
分
／
図
書
館
２
階
／
講
師

真
鍋
佳
資
さ
ん

美
郷
図
書
室（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

�
�
２
８
１
１

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
休
室
日

木
曜
日

『
な
い
た
』

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

�
�
５
１
１
１

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時
（
土
・
日
曜
日
は
正
午
〜
午

後
１
時
ま
で
閉
室
し
ま
す
）

◆
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本
室

／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
、
手
づ
く
り
大
型
紙

芝
居
な
ど
。

◆
新
刊
情
報

『
桜
、
舞
い
散
る
と
き
』

藤
本
初
美

著

『
小
判
商
人
』

平
岩
弓
枝

著

『
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ
』

小
路
幸
也

著

『
透
明
な
旅
路
と
』

あ
さ
の
あ
つ
こ

著

『
優
し
い
音
楽
』
瀬
尾
ま
い
こ
著

『「
ク
ヨ
ク
ヨ
ぐ
せ
」
を
直
せ
ば
す

べ
て
う
ま
く
い
く
』斎

藤
茂
太

著

『
１５
歳
の
「
お
遍
路
」』

岡
田
光
永

著

コ
レ
ク
タ
ー

『
稀
覯
人
の
不
思
議
』

二
階
堂
黎
人

著

『
ヤ
ン
ボ
コ
』

義
家
弘
介

著

『
上
陸
』

五
條
瑛

著

『
渋
谷
で
は
た
ら
く
社
長
の
告

白
』

藤
田
晋

著

『
い
つ
か
パ
ラ
ソ
ル
の
下
で
』

森
絵
都

著

『
子
ど
も
は
ぜ
ん
ぜ
ん
、
悪
く
な

い
。』

佐
藤
弘
道

著

『
デ
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ポ
イ
ン
ト

上
・
下
』
ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

著

◆
児
童
書
・
絵
本

第
５１
回
青
少
年
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
課
題
図
書
が
入
り
ま

し
た
。

小
学
校
低
学
年
の
部

『
な
い
た
』『
バ
ス
を
お
り
た
ら
…
』

『
ひ
・
み
・
つ
』『
ア
リ
か
ら
み
る
と
』

小
学
校
中
学
年
の
部

『
い
え
で
で
ん
し
ゃ
は
こ
し
ょ
う

ち
ゅ
う
？
』『
犬
ぞ
り
の
少
年
』『
ス

ズ
メ
の
大
研
究
』『
か
げ
ま
る
』

小
学
校
高
学
年
の
部

『
空
の
て
っ
ぺ
ん
銀
色
の
風
』『
ぼ

く
ら
は
み
ん
な
生
き
て
い
る
』『
ア

レ
ク
セ
イ
と
泉
の
は
な
し
』『
歩
き

だ
す
夏
』

中
学
校
の
部

『
魔
の
海
に
炎
た
つ
』『
甦
れ
、
ブ

ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
』『
秘
密
の
道
を
ぬ
け

て
』

高
等
学
校
の
部

『
村
田
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
滞
士
録
』

『
天
国
の
五
人
』『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
住
む
彼
女
か
ら
あ
な
た
へ
』

山
川
図
書
館

�
�
５
２
２
２

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

◆
７
月
・
８
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
７
月
１９
日
�
、
月
末
図

書
整
理
日
（
７
月
２９
日
�
、
８
月

３１
日
�
）

◆
お
は
な
し
会

８
月
１３
日
�
の
午
後
１
時
３０
分
か

ら
（
約
３０
分
間
）

◆
映
画
会

７
月
１６
日
�
・
３０
日
�
、
８
月
６

日
�
・
２０
日
�
の
午
後
１
時
３０
分

か
ら
（
約
２
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
７
月
２５
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
新

刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト

は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●
山
川
・
川
島
図
書
館
の
県
立
図

書
館
協
力
車
巡
回
日
／
７
月
１５
日

�
・
２２
日
�
・
２９
日
�
、
８
月
５
日

�
・
１９
日
�
・
２６
日
�

図
書
だ
よ
り
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●�

　
県
営
鴨
島
呉
郷
団
地�

Ｎ� ●�

Ｒ192

阿波銀行�

鴨島�
郵便局�

飯
尾
敷
地�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ�

セ
ン
タ
ー�

テニスコート�

　
県
営
鴨
島�

　
呉
郷
団
地�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

巡
回
職
業
相
談

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。

【
山
川
】

と
き

７
月
２５
日
�
、
８
月
１
日

�
・
８
日
�
・
２２
日
�
・
２９
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き

７
月
１３
日
�
、
８
月
１０
日

�

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

お
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

�
�
２
１
６
６

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
び
出
し
は

ぜ
っ
た
い
し
な
い
！

守
り
ま
す

元
村

和
彦（
種
野
小
学
校
五
年
）

今
月
の
納
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税

第
１
期

納
期
限

８
月
１
日
�

固
定
資
産
税

第
２
期

納
期
限

８
月
１
日
�

介
護
保
険
料

第
１
期

納
期
限

８
月
１
日
�

行
政
相
談
委
員
に

福
永
勉
さ
ん

吉
野
川
市
行
政
相
談
委

員
と
し
て
、
福
永
勉
さ
ん

（
山
川
町
川
田
）
が
新
た

に
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

役
所
等
の
仕
事
に
つ
い

て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望

が
あ
る
場
合
は
、
行
政
相

談
委
員
に
お
気
軽
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
山
川
地
区
で
の

同
相
談
は
、
毎
月
第
１
月

曜
日
（
午
前
９
時
か
ら
正

午
）
に
山
川
庁
舎
会
議
室

で
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

の
地
図
で
す
。

市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計 ４６，９６１人 （－３５） ３４８人（－１）

男 ２２，３５５人 （－１２） ５９人（－１）

女 ２４，６０６人 （－２３） ２８９人（±０）

世帯数 １６，７４５世帯（＋７） ２９７世帯（－２）

※６５歳以上人口

計１２，４２８人 男５，０２８人 女７，４００人

平成１７年６月１日現在

●平日／１７時～２３時 ●休日／８時～２３時
※２３時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ２チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●お問い合わせ／市健康推進課��６６１５

休日・夜間在宅当番医表

�・�月

火 災

２件

９件

救急出動

１１９件

５８０件

４
月

累
計

４
月

累
計

８月

１８

２０

２２

１０

１１

２４

１９

２７

２６

１２

２３

７月

１３

１４

１５

１６

�

�

１９

２０

２１

２２

２３

�

２５

電話番号

４２－６７５５

２４－２５３６

２４－８０７０

２２－１２３０

２５－２０１６

４２－２１１０

２５－３５６６

２４－２４８８

２２－１８００

２２－３０１０

４２－７５３３

２５－２８０２

２６－００２０

医 院 名

中西内科クリニック

石原内科循環器科

鴨島耳鼻咽喉科

いぬい産科婦人科クリニック

四 宮 医 院

松 永 医 院

岡田医院（川島）

グリーン耳鼻咽喉科

タ ナ カ 医 院

森 住 内 科 医 院

山下耳鼻咽喉科クリニック

杉 山 医 院

麻名内科外科クリニック

８月

３０

３１

２９

２５

１３

１

２

３

４

５

６

�

７月

２６

２７

２８

２９

３０

�

電話番号

２６－０３１０

４２－５５２０

２４－８８８４

２４－７５５５

２４－２４１３

２５－２００６

２４－２５６６

２４－２３８８

２４－１７０３

２４－２５３１

２４－７３７７

２４－２７２０

２４－６４１３

医 院 名

かなめ小児科内科クリニック

さ く ら 診 療 所

リバーサイドクリニック岡田

糸田川クリニック

梶本胃腸科内科

矢 田 医 院

和田耳鼻咽喉科

石 原 小 児 科

大 久 保 診 療 所

糸 田 川 眼 科

古 本 胃 腸 科

後 藤 田 外 科

木村内科胃腸科

８月

８

９

�

１５

１６

１７

	




【小児救急医療体制】日曜日の９時～１８時、
小児科専門医が診てくれます。
●麻植協同病院�２４－２１０１
●阿波病院（第１・３・５週だけ）�３６－５１５１

７月電話番号

２４－２９５７

２４－７１７７

４２－２３５３

４２－３１１３

２５－３０６０

２２－０３３３

２４－３３００

２４－５８８０

医 院 名

美 摩 病 院

渡 辺 医 院

谷 医 院

工 藤 内 科 医 院

島 野 外 科 内 科

杏 和 医 院

筒井クリニック

鈴木内科（敷地）

〈 人 権 相 談 〉
山川庁舎会議室
飯尾敷地コミュニティセンター
美郷庁舎会議室
飯尾敷地コミュニティセンター

〈 行 政 相 談 〉
市役所１階相談室
山川庁舎会議室
川島公民館
市役所１階相談室
美郷庁舎大会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
市役所１階相談室
市役所１階相談室

１３：００～１６：００
９：００～１２：００
１３：００～１６：００
９：００～１２：００

９：００～１２：００
９：００～１２：００
１３：００～１６：００
９：００～１２：００
１３：００～１６：００

１０：００～１２：００
１０：００～１２：００

７月１３日�
７月１４日�
８月１０日�
８月１１日�

７月１４日�
８月１日�
８月２日�
８月１１日�
８月１８日�

７月１５日�
８月１９日�

相
談
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吉
野
川
橋
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

藍
よ
り
青
し
と
う
た
わ
れ
た
、

四
国
三
郎
「
吉
野
川
」。こ
の
吉
野

川
は
全
長
１
９
４
㎞
の
日
本
で
も

有
数
の
大
河
で
す
。
吉
野
川
に
は

各
時
代
を
象
徴
し
た
橋
が
架
か
り
、

そ
の
風
景
は
橋
の
博
物
館
と
も
い

え
ま
す
。

今
回
、
吉
野
川
市
の
Ｐ
Ｒ
と
し

て
こ
の
す
ば
ら
し
い
橋
と
島
の
美

し
い
風
景
を
め
ぐ
る
「
吉
野
川
市

橋
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま

す
。

と
き

７
月
２７
日
�
、
８
月
２
日

�
・
９
日
�
・
１８
日
�
・
２５
日
�
、

９
月
８
日
�
・
２１
日
�
・
１０
月
６

日
�
・
１３
日
�

集
合
場
所

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前

集
合
時
間

午
前
９
時
集
合

募
集
人
員

１
回
１５
人

参
加
費

無
料
（
た
だ
し
、
昼
食

代
、
入
浴
料
、
保
険
料
が
別
途
必

要
で
す
。）

内
容
・
行
程

午
前
９
時
に
Ｊ
Ｒ

鴨
島
駅
を
バ
ス
で
出
発
し
、
商
工

観
光
課
の
職
員
が
ガ
イ
ド
と
な
り

午
前
中
に
市
内
の
７
つ
の
橋
と
日

本
最
大
の
川
中
島
で
あ
り
無
人
島

の
善
入
寺
島
を
巡
り
ま
す
。
午
後

は
市
内
温
泉
施
設
で
昼
食
、
入
浴

し
、
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
い
で
も
ら

い
ま
す
。
午
後
４
時
に
出
発
地
の

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
に
到
着
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課

�
�
２
２
２
６

Ｅ
メ
ー
ル

shoukoukankou@
city.yoshi

nogaw
a.lg.jp

※
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
予
約

が
必
要
で
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
申
し
込
み
を

締
め
切
り
ま
す
。

夏
の
イ
ベ
ン
ト
案
内

納涼花火大会選抜阿波踊り大会

と
き

８
月
６
日
�
（
雨

天
の
場
合
８
月
２０
日
�
）

午
後
８
時
〜
９
時

と
こ
ろ

鴨
島
県
民
グ
ラ

ウ
ン
ド

約
１
０
０
０
発
の
打
ち

上
げ
花
火
と
仕
掛
け
花
火

が
あ
が
り
、
夜
空
を
美
し

く
彩
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
観
光
協
会

�
�
２
２
７
４

阿
波
踊
り
大
会
の
前
段

を
飾
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

吉
野
川
市
、
阿
波
市
、
石

井
町
の
有
名
連
に
よ
る
舞

台
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
き

８
月
１４
日
�
午
後

４
時
〜
６
時

と
こ
ろ

鴨
島
公
民
館
３

階
ホ
ー
ル
（
入
場
無
料
）

出
演
予
定

き
ら
く
連
、

ほ
が
ら
か
連
、
龍
虎
連
、

も
っ
こ
連
、
高
越
連
、
ひ
ょ
こ
い

ち
連
、
あ
い
っ
こ
連

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
観
光
協
会�

�
２
２
７
４

山川サマーフェスティバル

と
き

８
月
７
日
�
（
雨
天
の
場

合
８
月
８
日
�
）
午
後
３
時
〜
９

時と
こ
ろ

吉
野
川
市
総
合
ス
ポ
ー

ツ
運
動
場
（
吉
野
川
市
山
川
町
恵

下
）約

１
０
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花

火
、
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、
ア
カ

ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
、
阿
波
踊
り
、

ち
び
っ
こ
抽
選
会
な
ど
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

山
川
町
商
工
会

�
�
５
６
４
２阿波踊り大会

と
き

８
月
１４
日
�
、
１５

日
�
、
１６
日
�

午
後
７

時
〜
１０
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前

中
央
通
り

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
観
光
協
会

�
�
２
２
７
４

●お知らせ 鴨の湯、上桜温泉は営業時間を延長し、９時３０分まで営業しています。

発見！
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。
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